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　一般の方々には読みづらい草書で麗を書き
ました。あえて草書にしたのは文字のもつ文
学性に併せて造形性がたまらなく創作意欲を
かりたてるからです。 
　書は必ず筆を使います。筆を使う以上漢字

かなの、或いは楷書行書草書の根本的な違い
はありません。要は筆をどれだけ生き生きと
働かせて使えるか、つまり筆鋒の活躍が大切
だと考えます。静かに時には激しく筆鋒を活
躍させるかでさまざまな筆画が現れます。 

高木大宇 

【書の心●～麗～】 
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２６ 学校通信 
岩倉南小学校 

２７ フォトニュース 

裏表紙 山内一豊・千代紀行 
苅安賀城 

市政の窓 ６ 
市政35周年記念「功名が辻」展を開催します 
稲づくり農業体験に参加しませんか 
児童手当が小学校6年生まで拡大されました 
「春の行政相談週間」と「さわやか 
行政サービス推進月間」 
無料耐震診断、耐震改修工事に補助します 
福祉有償運送が始まりました 
補助金検討委員会委員を募集します 
いわくら少年少女合唱団第13期生を募集します 
防犯対策助成金交付制度をご利用ください 
市民スペース 市民ギャラリー情報 
第3期高齢者保健福祉計画及び介護 
保険事業計画を策定しました 

…６ 
…６ 
…６ 
 

…７ 
…８ 
…８ 
…９ 
…９ 
…９ 
…９ 
 

…１０ 

２４ 市民の広場・いわくらネットワーク 

岩倉市健康づくり計画「健康いわくら２１」～休養編～ 

１２ 保健師すこやか日誌 

１３ グーテンターク 
オーストリアの学校 

ＮＰＯ法人イキイキライフの会 

１２ ふれあい支え合い 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

３ 

広報いわくら　2006年5月1日号　No.843

特集  
平成18年度 

岩倉市当初予算のあらまし 

暮らしのガイド １４ 

いわくらフリーマーケット出店者 
水道料金嘱託徴収員 
清掃業務臨時職員 
ホストファミリーとこいのぼりづくり 
岩倉市民新人戦卓球大会参加者 
初心者テニス教室参加者　　　　ほか 

募集 １６ 

生活習慣病予防教室 
がん検診などの申し込みを受け付けます 
８０２０歯の健康コンクール 
がん予防のための栄養教室 

健康 １８ 

ホームヘルパー養成研修会（2級課程） 
母子家庭等就業支援講習会（パソコン・ 
医療事務・社会保険事務）受講生 

講座・教室 １７ 

不用品データバンク 
献血にご協力を 
5月3日は憲法記念日 
市内で自転車盗難が多発しています 
ストップ・ザ交通事故　計画的なドライブを 
図書館ニュース 
教育相談・市民相談　　　　　　ほか 

相談・その他 １９ 

生け垣づくり補助金 
児童扶養手当・遺児手当・特別児童扶養手当 
第３子以降の学校給食費を補助 
市税の納税と納税相談窓口を開設 

手続き １５ 

ミニミニコンサート 
史跡公園月釜 
歌謡舞踊 
精神保健福祉普及講演会　　　　ほか 

催し １４ 

▲岩倉市では、少子化対策の一

環として4月から児童館日曜開

館事業をスタートしました。各

小学校区１か所の児童館または、

地域交流センターが安心して

過ごせる子どもの居場所として

開放されています（写真は第五

児童館）。 

か り や す 　か  
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一 般 会 計  

会　計　名 平成１８年度 平成１７年度 対前年度比 

国民健康保険 

老人保健 

土地取得 

学校給食費 

公共下水道事業 

介護保険 

　　小　計 

  １ 市税 

  ２ 地方譲与税 

  ３ 利子割交付金 

  ４ 配当割交付金 

  ５ 株式等譲渡所得割交付金 

  ６ 地方消費税交付金 

  ７ 自動車取得税交付金 

  ８ 地方特例交付金 

  ９ 地方交付税 

１０ 交通安全対策特別交付金  

１１ 分担金及び負担金 

１２ 使用料及び手数料 

１３ 国庫支出金 

１４ 県支出金 

１５ 財産収入 

１６ 寄附金 

１７ 繰入金 

１８ 繰越金 

１９ 諸収入 

２０ 市債 

  １ 議会費 

  ２ 総務費 

  ３ 民生費 

  ４ 衛生費 

  ５ 農林水産業費 

  ６ 商工費 

  ７ 土木費 

  ８ 消防費 

  ９ 教育費 

１０ 公債費 

１１ 諸支出金 

１２ 予備費 

５,６３８,５００ 

５２４,０００ 

３０,０００ 

１２,０００ 

６,０００ 

３９８,０００ 

１５７,０００ 

１６３,０００ 

１,２８９,０００ 

９,０００ 

１５６,８９５ 

９２,４１３ 

１,０４８,２７８ 

５０３,８８２ 

３,９３２ 

２５４ 

３７４,９９８ 

２３５,９７８ 

２６１,１７０ 

７４５,７００ 

１１,６５０,０００ 

１１,６５０,０００ 

４,１７５,２３６ 

２,６１０,１７９ 

９７,５７９ 

１６９,９７７ 

１,２５８,９８７ 

１,６８８,６８８ 

１０,０００,６４６ 

１,００１,４６５ 

２２,６５２,１１１ 

１１,６７０,０００ 

３,７９１,５２３ 

２,６６９,６０６ 

１００ 

１７０,６９２ 

１,１３３,３４９ 

１,５８１,３５２ 

９,３４６,６２２ 

９２４,０５７ 

２１,９４０,６７９ 

９９.８% 

１１０.１% 

９７.８% 

９７,５７９.０% 

９９.６% 

１１１.１% 

１０６.８% 

１０７.０% 

１０８.４% 

１０３.２%

上水道事業会計 

合　　計 

特

別

会

計

 

平成18年度岩倉市会計別予算額 

平成18年度一般会計予算の内訳 

款 款 平成１８年度 

５,５６３,８８２ 

３１６,０００ 

３０,０００ 

１２,０００ 

６,０００ 

３９８,０００ 

１５６,０００ 

２２０,０００ 

１,６１０,０００ 

９,０００ 

１５１,２８５ 

９１,２７１ 

９７６,６２８ 

４２３,４５３ 

２,９９５ 

５０４ 

３９７,７８８ 

２２５,８００ 

２８２,５９４ 

７９６,８００ 

１１,６７０,０００ 

平成１７年度 

７４,６１８ 

２０８,０００ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１,０００ 

△５７,０００ 

△３２１,０００ 

０ 

５,６１０ 

１,１４２ 

７１,６５０ 

８０,４２９ 

９３７ 

△２５０ 

△２２,７９０ 

１０,１７８ 

△２１,４２４ 

△５１,１００ 

△２０,０００ 

２２９,２８５ 

１,３９６,４９６ 

３,６６９,７９８ 

１,２６３,５０７ 

９２,６２１ 

２７４,０３１ 

１,６９２,９３４ 

４９９,２９９ 

１,０５６,５４６ 

１,４６５,０９３ 

６,３９０ 

４,０００ 

１１,６５０,０００ 

２２８,８９５ 

１,４９２,９４７ 

３,６３１,２２９ 

１,３１４,６３４ 

１２３,７９９ 

２９８,０８３ 

１,３６６,１６６ 

６５６,５８３ 

１,０５３,４１８ 

１,４９０,３７６ 

９,８７０ 

４,０００ 

１１,６７０,０００ 

３９０ 

△９６,４５１ 

３８,５６９ 

△５１,１２７ 

△３１,１７８ 

△２４,０５２ 

３２６,７６８ 

△１５７,２８４ 

３,１２８ 

△２５,２８３ 

△３,４８０ 

０ 

△２０,０００ 

１００.２% 

９３.５% 

１０１.１% 

９６.１% 

７４.８% 

９１.９% 

１２３.９% 

７６.０% 

１００.３% 

９８.３% 

６４.７% 

１００.０% 

９９.８%

比　較 

１０１.３% 

１６５.８% 

１００.０% 

１００.０% 

１００.０% 

１００.０% 

１００.６% 

７４.１% 

８０.１% 

１００.０% 

１０３.７% 

１０１.３% 

１０７.３% 

１１９.０% 

１３１.３% 

５０.４% 

９４.３% 

１０４.５% 

９２.４% 

９３.６% 

９９.８%

対前年度比 平成１８年度 平成１７年度 比　較 対前年度比 

歳 入 合 計  歳 出 合 計  

歳入 歳出 

（単位：千円） 

（単位：千円） （単位：千円） 

　平成１８年度予算が、岩倉市議会３月定例会

で可決成立しました。そのあらましをお知らせ

します。 

　三位一体の改革や地方財政計画の規模抑制な

どの影響により、厳しい財政運営が続く中、従

来にも増した行政経費の節減・合理化に努めな

がら、第３次岩倉市総合計画をもとに、安心・

安全で市民が主役のまちづくり推進や岩倉駅東

再開発事業の促進、少子化対策などに力点を置

いた予算編成となっています。 

●問合先　財政課財政係（☎３８―５８０５）

まで。 
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①安全・安心のまちづくりの推進  １４５，７９２千円 
・橋梁耐震補強事業 

・木造住宅耐震診断・耐震改修の助成 

・避難所耐震診断調査委託料（第六児童館） 

・貯留型仮設水洗トイレ設置事業 

・防災ほっとメール情報配信整備事業 

・防災マップ作成（帰宅困難者用） 

・避難所用資機材の購入（防災用非常持出袋、防災テント） 

・水槽付消防ポンプ車及び消防団車両（第２分団）購入事業 

・安全・安心パトロール事業 

・防犯対策助成事業 

・国民保護協議会の設置 

・一宮春日井線排水路布設工事設計委託料 

・用排水路改修工事 

②行政改革の断行 
主な見直し項目 

歳入　　増収額          ５,４９２千円 
　・休日保育料の徴収 

　・延長保育料の徴収 

　・検診等本人負担金の見直し 

　・生涯学習講座受講料等の徴収 

 

歳出　　削減額      ２８４,５６０千円 
　・人件費の抑制（△８人）、収入役の兼掌、一般職の給与及び嘱託職員 

　　報酬の見直し等 

　・パート賃金の見直し 

　・医師会・歯科医師会の報酬等の見直し 

　・経常的経費（旅費、需用費、委託料等）の２％を削減目標とした 

　・事業委託料（まつり等事業委託料）の５％を削減目標とした 

　・補助金の見直し 

　・その他事務事業等の見直し 

 

 
８７１千円 

２,２５０千円 

１,０２９千円 

１,３４２千円 

 

 
 

△ １５１,８８０千円 

△ １１,０００千円 

△ ６,４４３千円 

△ ４９,８７９千円 

△ ６,５９５千円 

 △ ３,７１８千円 

△ ５５,０４５千円 

５２,５００千円 

１２,０００千円 

７８９千円 

５,０９５千円 

１,９８０千円 

２５７千円 

４,２４８千円 

４０,７４０千円 

２,１００千円 

３,０００千円 

９０千円 

３,０００千円 

１９,９９３千円 

④岩倉駅東地区再開発事業の促進 
　　　　　　　　　４６８,７８２千円 

５３,２００千円 

 

４１５,５８２千円 

③少子化対策の推進　１７,７７６千円 
・第３子以降学校給食費補助事業 

・休日保育事業 

・児童館日曜開館事業 

・認可外保育所入所児童補助金 

・乳幼児医療費助成の拡充 

６,３４７千円 

６９６千円 

１,１３３千円 

１,６２０千円 

７,９８０千円 

重点施策 

・北街区市街地再開発事業補助金 

・北街区市街地再開発事業公共施設管理者負担金 



平成18年5月1日 5

①健康・福祉　　　　　　８８,２９６千円 
・基本健康診査の充実 
・口臭測定器の購入 
・認知症予防の試み「回想法」の取り組み 
・障害者センター施設整備事業 
・音楽療法の実施 
・多目的トイレ改修事業 

新 規 事 業  
および 

普通建設事業等 

７７,１８３千円 
６６５千円 
―  千円 

７,６８９千円 
８７千円 

２,６７２千円 

②教育・文化・スポーツ　　　　　　　　１３４,７０８千円 
・五条川小学校屋内運動場アスベスト除去事業 
・小学校コンピュータ更新事業（機器の更新、校内LAN整備） 
・教育内容の充実 
（少人数学級、教育プラン事業、外国人児童生徒向け臨時講師事業） 
・適応指導教室「おおくす」にカウンセラーの配置 
・図書館コンピュータ更新事業 
・音楽のあるまちづくりの推進 
（ジュニアオーケストラ運営委託料、音楽文化普及事業委託料） 
・市営大地プール（幼児用）塗装改修事業 

１３,６７１千円 
６９,７４２千円 
２３,５６１千円 

 
５０４千円 
５,３８５千円 
１７,８４５千円 

 
４,０００千円 

⑥その他　　　　　１４,９３３千円 
・市制３５周年記念事業 
・ITの推進（電子調達・入札システムの共同開発） 

１２,３７０千円 
 

２,５６３千円 

特別会計等 
①土地取得特別会計 
・公共用地の先行取得 
・幹部交番用地の取得（交換差金分） 
②公共下水道事業特別会計 
・公共下水道事業 
・流域下水道事業 
③介護保険特別会計 
・食の自立支援事業（生活支援型給食サービス事業） 
  
・地域包括支援センターの創設 
④上水道事業会計 
・配水場自家発電設備改良工事 
・配水場管理棟耐震補強等工事 
・無停電電源装置蓄電池取替工事 

 
９７,３５４千円 
１５４千円 

 
４３８,２００千円 
５６,７６４千円 

 
 

 ２３,６６１千円 
２６,８４３千円 

 
１０９,１００千円 
１５,８５０千円 
３,３００千円 

③環境　　　　　　４５,７８４千円 
・プラスチック製容器包装資源化事業 
・環境騒音観測装置購入事業 

４２,０１７千円 
３,７６７千円 

⑤農業・商工業 　　　　６３千円 
・農業体験塾 
・新ブランド野菜研究事業 

３３千円 
３０千円 

④都市基盤整備等 ２３３,２０９千円 
１１,８００千円 
６,８７５千円 

 
４０,６６０千円 

 
９８,８７４千円 
７５,０００千円 

・（仮称）竹林公園整備事業 
・下水道への接続 
（保健センター、みどりの家、中央公園、大矢公園） 
・甲豊田岩倉線交通安全施設等整備事業 
・乙北島藤島線道路改良事業、北島藤島線街路 
　改良事業 
・舗装・側溝工事 
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岩
倉
で
生
ま
れ
た
山
内
一
豊
公
の
出
世

物
語
「
功
名
が
辻
」
が
現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
で
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
 

　
岩
倉
市
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
依
頼
し
、
功

名
が
辻
放
送
関
連
パ
ネ
ル
と
ド
ラ
マ
で
使

用
し
た
衣
装
等
を
展
示
し
ま
す
。
 

●
と
き
　
５
月
９
日
（火）
〜
２１
日
（日）
午
前
９
 

時
〜
午
後
９
時
（
２１
日
（日）
は
午
後
５
時
ま

で
、
１５
日
（月）
は
開
場
し
ま
す
）
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

１
階
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

      　
食
料
の
生
産
者
と
交
流
し
、
食
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
古
代
米

の
稲
づ
く
り
を
す
る
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
参
加
者
は
、
農
家
の
指
導
で
田
植
え
、

草
取
り
、
稲
刈
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。
１

回
目
は
、
田
植
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

●
募
集
期
間
　
５
月
１
日
（月）
〜
２５
日
（木）
 

●
応
募
家
族
数
　
１５
家
族
（
１
人
で
も
可
。

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）
 

●
参
加
費
　
３
０
０
円
程
度
（
た
だ
し
、

参
加
家
族
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
１

家
族
、
１
人
で
も
同
額
。
１
回
目
の
参
加

時
に
徴
収
し
ま
す
）
 

★
１
回
目
…
６
月
４
日
（日）
午
前
９
時
現
地

集
合
（
田
の
中
で
の
作
業
が
で
き
る
準
備

を
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）
 

●
と
こ
ろ
　
東
町
白
山
２
５
２
（
現
地
集

合
）
 

※
後
日
、
参
加
者
に
地
図
を
送
付
し
ま
す
。
 

●
準
備
す
る
物
　
長
靴
、
手
ぶ
く
ろ
な
ど
 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
農
政
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

 
 

   
 

  　
小
学
校
第
３
学
年
修
了
前
（
９
歳
到
達

後
の
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
支
給
さ
れ
て

い
る
児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
、
４

月
１
日
か
ら
小
学
校
修
了
前
（
１２
歳
到
達

後
の
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、

ま
た
、
所
得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て
も
、

表
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
よ
う
と
さ

れ
る
児
童
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
児
童
課
で
、
認
定
請
求
等
の
手
続
き
 

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
等
は
、

平
成
１８
年
９
月
３０
日
ま
で
に
受
け
付
け
た

も
の
に
限
り
、
特
例
的
に
４
月
１
日
（
ま

た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

                 ●
小
学
校
４
年
生
の
児
童
の
保
護
者
 

　
平
成
１８
年
３
月
３１
日
ま
で
、
当
該
児
童
 

市
制
35
周
年
記
念
 

「
功
名
が
辻
」
展
を
開
催
 

し
ま
す
 

稲
づ
く
り
農
業
体
験
に
 

参
加
し
ま
せ
ん
か
 

児
童
手
当
が
小
学
校
６
年
生
 

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
 

平成１８年度所得制限限度額 
（単位：万円） 

扶養親族等の数 国民年金加入者等 厚生年金加入者等 

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人 

４６０ 

４９８ 

５３６ 

５７４ 

６１２ 

６５０ 

５３２ 

５７０ 

６０８ 

６４６ 

６８４ 

７２２ 



「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
と
 

「
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
 

推
進
月
間
」 

●
市
政
の
窓
●
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に
係
る
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
保
護

者
の
人
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

（
児
童
手
当
は
４
月
分
以
降
も
引
き
続
き

支
給
さ
れ
ま
す
）
。
 

●
小
学
校
５
・
６
年
生
の
児
童
の
保
護
者
 

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い

保
護
者
の
人
は
認
定
請
求
、
現
在
、
小
学

校
第
３
学
年
修
了
前
児
童
に
つ
い
て
児
童

手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
保
護
者
の
人
は

額
改
定
請
求
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

●
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
な
い
保
護
者
 

　
所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
新
た

に
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
保
護
者
の
人
は
、

認
定
請
求
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

●
認
定
請
求
に
必
要
な
も
の
 

★
印
鑑
 

★
請
求
者
（
保
護
者
）
名
義
の
預
金
通
帳

（
郵
便
局
は
不
可
）
 

★
厚
生
年
金
等
加
入
の
人
は
請
求
者
（
保

護
者
）
の
保
険
証
の
コ
ピ
ー
 

★
平
成
１７
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
１８
年
１

月
１
日
ま
で
の
間
に
岩
倉
市
に
転
入
さ
れ

た
人
は
、
前
住
所
地
の
市
区
町
村
で
交
付

さ
れ
る
「
平
成
１７
年
度
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書
」
 

★
平
成
１８
年
１
月
２
日
以
降
に
岩
倉
市
に

転
入
さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
地
の
市
区
町

村
で
交
付
さ
れ
る
「
平
成
１７
年
度
及
び
平

成
１８
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
」
 

●
額
改
定
請
求
に
必
要
な
も
の
 

★
印
鑑
 

　
手
続
き
に
は
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て

（
児
童
と
別
居
し
て
い
る
場
合
な
ど
）
添

付
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
児
童
課
児
童
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
公
務
員
の
人
は
、
職
場
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３
８
―

５
８
１
０
）
ま
で
。
 

      　
総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法
人
な
ど
が

行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、
国
民
の
皆

さ
ん
か
ら
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き

し
て
、
そ
の
解
決
を
図
り
、
そ
れ
ら
を
行

政
運
営
の
改
善
に
反
映
さ
せ
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
春
の
行
政
相
談
週
間
は
、
こ
の
行
政
相

談
制
度
を
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
毎
年
５
月
下
旬
に
行
政
相

談
に
関
係
す
る
各
種
行
事
や
広
報
を
全
国

一
斉
に
集
中
的
に
実
施
す
る
も
の
で
、
今

年
度
は
、
５
月
２２
日
（月）
か
ら
２８
日
（日）
ま
で

の
１
週
間
を
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
と

し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
政
府
は
「
国
民
の
立
場
に
立
っ

た
親
切
な
行
政
」「
心
の
こ
も
っ
た
行
政
」

を
実
現
す
る
た
め
、「
さ
わ
や
か
行
政
サ

ー
ビ
ス
運
動
」
を
実
施
し
て
お
り
、
毎
年

５
月
を
「
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
推
進

月
間
」
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に

関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
を
重
点
的

に
受
け
付
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
保
険
・
年
金
、
国
税
、
登
記
、
消
費
者

保
護
、
国
の
行
政
機
関
等
の
窓
口
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
苦
情
や
意
見
・
要
望
、
あ
る

い
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
行
政
相
談
委
員
や
名
古
屋
総
合

行
政
相
談
所
ま
た
は
、
総
務
省
中
部
管
区

行
政
評
価
局
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
 

　
な
お
、
相
談
は
、
来
訪
、
電
話
、
文
書

い
ず
れ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
も
利
用
で
き
ま
す
。
 

常
設
相
談
窓
口
 

【
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所
】（
名
古
屋
市

中
区
錦
３
―
２３
―
３１
　丸
栄
百
貨
店
前
☎

０
５
２
―
９
６
１
―
４
５
２
２
） 

●
相
談
日
　
毎
日
、
午
前
１０
時
〜
午
後
６

時
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
 

※
受
付
時
間
外
は
留
守
録
音
と
な
り
ま
す
。
 

【
行
政
苦
情
１
１
０
番
】（
☎
０
５
７
０
―

０
９
０
１
１
０
） 

●
相
談
日
　
平
日
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
３０
分
 

※
受
付
時
間
外
は
留
守
録
音
と
な
り
ま
す
。
 

【
中
部
管
区
行
政
評
価
局
首
席
行
政
相
談

官
室
】（
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
２
―
５

―
１
名
古
屋
合
同
庁
舎
第
２
号
館
４
階
 

☎
０
５
２
―
９
７
２
―
７
４
１
６
　
０
５

２
―
９
７
２
―
７
４
１
９
） 

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/kanku/chu 

bu.htm
l 

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
行
政
苦
情
１
１
０

番
）
　110cyb32@

soum
u.go.jp 

岩
倉
市
の
行
政
相
談
 

　
岩
倉
市
で
は
、
毎
月
第
２
金
曜
日
の
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
行
政
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
春
の
行
政
相
談
週
間
の
一

環
と
し
て
、
５
月
の
行
政
相
談
は
次
の
と

お
り
日
に
ち
を
変
更
し
、
時
間
を
延
長
し

て
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
 

●
と
き
　
５
月
２６
日
（金）
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室
 

●
行
政
相
談
委
員
　
行
政
相
談
委
員
は
、

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
民
間
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談

相
手
で
す
。
岩
倉
市
の
相
談
委
員
は
、
次

の
人
で
す
。
 

★
塩
谷
光
代
さ
ん
（
☎
６
６
―
０
７
９
３
） 

★
丹
羽
喜
代
之
さ
ん
（
☎
６
６
―
１
７
８

０
） 

●
問
合
先
　
行
政
課
行
政
係
（
☎
３
８
―

５
８
０
４
）
ま
で
。
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●
市
政
の
窓
●
 

      　
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

亡
く
な
っ
た
人
の
８
割
以
上
が
建
物
の
倒

壊
に
よ
る
圧
迫
死
や
窒
息
死
で
し
た
。
特

に
昭
和
５６
年
以
前
の
旧
建
築
基
準
で
建
て

ら
れ
た
木
造
住
宅
に
大
き
な
被
害
が
出
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
１６
年
１０
月
２３
日
に
発
生
し

た
新
潟
県
中
越
地
震
で
も
多
く
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
、
数
多
く
の
建
物
が
倒
壊
し
被

害
を
受
け
ま
し
た
。 

　
地
震
で
尊
い
命
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、

住
宅
の
耐
震
診
断
に
よ
り
わ
が
家
の
耐
震

性
を
知
り
、
耐
震
補
強
を
す
る
な
ど
必
要

な
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。 

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を
行

い
ま
す
 

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
木
造
住
宅
の
無

料
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
建
築
物
 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前

に
着
工
 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
（
鉄
骨

造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
は
対
象

外
） 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
、
伝
統

構
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル

構
法
な
ど
は
対
象
外
） 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長

屋
、
共
同
住
宅
（
た
だ
し
、
空
家
は
対
象

外
で
す
） 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
に
用
意
し

て
あ
る
簡
易
耐
震
診
断
票
に
基
づ
い
て
自

己
診
断
を
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者
 

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
補

助
し
ま
す
 

　
無
料
耐
震
診
断
等
の
結
果
、
倒
壊
の
危

険
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
人
に
対
し
て
、

耐
震
改
修
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
に
該
当
す
る

建
築
物
 

　
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
ま

た
は
、
（財）
愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
耐
震
診
断
に
お
い
て
、
判
定
値

が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
旧
基
準
木

造
住
宅
で
、
判
定
値
を
１
・
０
以
上
と
す

る
耐
震
改
修
工
事
。
た
だ
し
、
耐
震
補
強

上
有
効
な
耐
震
改
修
工
事
（
判
定
値
に

０
・
３
を
加
算
し
た
数
値
以
上
と
す
る
）

に
限
る
。 

※
た
だ
し
、
耐
震
改
修
工
事
以
外
の
工
事

に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

●
補
助
の
金
額
　
１
戸
あ
た
り
６０
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
（
た
だ
し
、
６０
万
円
未
満

の
場
合
は
、
そ
の
金
額
と
な
り
ま
す
） 

●
補
助
の
対
象
　
一
敷
地
に
１
戸
を
補
助

の
対
象
と
し
ま
す
。 

●
税
制
の
特
例
措
置
の
適
用
　
平
成
１８
年

度
か
ら
住
宅
・
建
築
物
に
係
る
耐
震
改
修

促
進
税
制
の
創
設
に
よ
り
、
耐
震
改
修
工

事
を
行
っ
た
場
合
、
所
得
税
の
特
別
控
除

や
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
☎
６
６
―

１
１
１
１
内
線
６
５
８
）
ま
た
は
、
税
務

課
課
税
第
２
係
（
内
線
５
７
５
）
ま
で
。 

無
料
耐
震
診
断
、耐
震
改
修
 

工
事
に
補
助
し
ま
す
 

昭
和
５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
 

木
造
住
宅
対
象
 

福祉有償運送が始まりました 
　４月から国の許可を受けた２つの
ＮＰＯ法人が、単独での移動が困難
な要介護者、障害者などの移動制約
者を対象に、タクシー料金のおおむ
ね２分の１の料金で福祉有償運送
（移送サービス）を始めました。 
　ご利用方法等については、各団体
にお問い合わせください。 

福祉有償運送とは…ＮＰＯ（特定非営

利活動法人）や社会福祉法人などの非

営利法人が、高齢者や障害者など公共

交通機関を使用して移動することが困

難な人を対象に、通院、通所、レジャ

ーなどを目的に有償で行う車両による

移送サービスのことです。 

団体名  

代 表 者  

所 在 地  

問 合 先  

特定非営利活動法人 
イキイキライフの会 

●問合先　生きがい課ふれあい係（☎３８―５８１１）まで。 

特定非営利活動法人 
在宅福祉の会　じゃがいも 

理事長　中村友之 代表理事　早川京子 

中本町出口白山７―２０ 北名古屋市九之坪天下地１０１ 

利用登録 
イキイキライフの会 北村 
（☎０９０－３１５８－４５８２） 
または、鬼頭 
（☎０９０－４４６９－３３２２） 

☎０５６８－２３－４００８ 
担当 ： 早川、　橋 



      　
岩
倉
市
で
は
、
平
成
１７
年
度
に
行
政
改

革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
平
成
２１

年
度
ま
で
の
目
標
を
掲
げ
、
行
財
政
改
革

に
努
め
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
１８
年
度
は
補
助
金
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
市
単
独
の
補
助
事
業
の
見
直
し

を
行
う
た
め
、
補
助
金
検
討
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
 

　
会
議
は
、
年
８
回
程
度
予
定
し
て
い
ま

す
。
委
員
の
任
期
は
原
則
１
年
で
す
。
 

●
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
２０

歳
以
上
６５
歳
以
下
の
人
 

●
募
集
人
数
　
３
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
、
調
整
の
う
え
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）
 

●
応
募
方
法
　
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
応
募
の
動
機

を
ご
記
入
の
う
え
、
５
月
１７
日
（水）
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
、
財
政
課
「
補
助
金

検
討
委
員
募
集
」
係
（
〒
４
８
２
―
８
６

８
６
住
所
不
要
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
謝
礼
　
日
額
５
千
円
 

●
問
合
先
　
財
政
課
財
政
係
（
☎
３
８
―

５
８
０
５
）
ま
で
。
 

市民スペース 
市民ギャラリー情報 

　当合唱団は、平成６年７月に結成され、現在３２人の団
員がいます。市民音楽祭や愛知県合唱フェスティバルの
出演、市内施設での演奏など多彩な活動を展開しています。 
　歌の好きな人、私たちと一緒に楽しく歌いませんか。
入団をお待ちしています。なお、申し込みには保護者の
同意が必要です。 
●参加資格　小学校１年生から高校３年生までの児童、
生徒で定例の練習日に参加できる人 
●入団説明会　５月１３日（土）午前１０時～、みどりの家 
●定例練習　原則として毎週土曜日 
★第１土曜日午後１時３０分～３時３０分、きらきら広場 
★第２・４土曜日午前１０時～正午、みどりの家 
★第３・５土曜日午前１０時～正午、きらきら広場 
●団員　入団金１,０００円、団費月額１,５００円、制服
貸与料年額２,０００円（他に楽譜代などが必要となります） 
●今年度の主な予定 
・５月２０日（土）岐阜各務原児童合唱団合同演奏会参加 
・８月２７日（日）愛知県少年少女合唱連盟第１０回合唱
フェスティバル参加 
●申込・問合先　生涯学習課文化振興係（〒４８２―８
６８６（住所不要）☎３８―５８１９）まで。 

いわくら少年少女合唱団
第13期生を募集します
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●
市
政
の
窓
●
 

補
助
金
検
討
委
員
会
委
員
 

を
募
集
し
ま
す
 

防
犯
対
策
助
成
金
交
付
制
度
 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

      　
市
内
で
は
、
今
年
３
月
末
現
在
３４
件
の

空
き
巣
な
ど
の
侵
入
窃
盗
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
も
う
一
度
犯
罪
抑
止
の
た
め
に
わ

が
家
の
防
犯
対
策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。 

　
昨
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
防
犯
対
策
助

成
金
制
度
は
、
１
年
間
で
３
１
３
世
帯
の

人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
の
防
犯
対

策
に
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
、

外
国
人
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
世

帯
主
（
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
） 

●
対
象
と
な
る
も
の
 

①
玄
関
、
勝
手
口
等
の
出
入
口
の
鍵
を
交

換
ま
た
は
、
補
助
錠
、
サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ

ー
、
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
。 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
ま
た

は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
、
格
子
等

の
取
り
付
け
。 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
共
有
部
分
に
防
犯
カ

メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
。 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り
付
け
。 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
ま
た
は
、
照
明
灯
の
取
り
付
け
。 

⑥
自
家
用
車
両
（
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ

・
自
転
車
）
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー

ま
た
は
、
盗
難
防
止
装
置
の
取
り
付
け
。 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を
敷
設
。 

●
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）
で
限
度
額
５
千
円
 

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
以
前
の
防
犯
対
策

は
対
象
外
で
す
。 

●
申
請
方
法
　
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
郵
便
局
は
除
く
）
と
印
鑑
、
品
物
等
が

分
か
る
領
収
書
を
ご
持
参
の
う
え
、
行
政

課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
行
政
課
生
活
安
全
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
４
）
ま
で
。 

【ネット友遊　写真展】 
●と　き　５ 月 ２９ 日（月）～ ６ 月 ４ 日（日） 
●問合先　五十嵐（☎３７－４４６５）まで。 

【油絵の展示　―序章　内部からの破壊―】 
●と　き　５ 月 ２２ 日（月）～ ２８ 日（日） 
●問合先　加藤亮（☎０９０－４１６０－３４９４）まで。 
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●
市
政
の
窓
●
 

      ●
法
令
等
の
根
拠
　
老
人
福
祉
法
及
び
老

人
保
健
法
に
基
づ
く
「
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
」
と
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
「
介

護
保
険
事
業
計
画
」
を
、
調
和
の
と
れ
た

一
体
的
な
計
画
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で

す
。 

●
計
画
の
期
間
　
平
成
１８
年
度
か
ら
平
成

２０
年
度
ま
で
の
３
年
間
と
し
ま
す
が
、
高

齢
社
会
が
本
格
化
す
る
平
成
２７
年
（
２
０

１
５
年
）
ま
で
に
市
が
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
高
齢
者
施
策
の
課
題
を
視
野

に
入
れ
、
平
成
２６
年
度
を
目
標
と
す
る
長

期
計
画
の
最
初
の
３
年
と
し
て
位
置
付
け

ま
す
。 

●
計
画
の
基
本
理
念
と
基
本
目
標
　
こ
れ

ま
で
の
計
画
の
基
本
理
念
を
継
承
し
、「
さ

さ
え
合
う
す
こ
や
か
な
長
寿
社
会
を
め
ざ

し
て
」
を
基
本
理
念
に
、
改
正
介
護
保
険

法
や
今
後
予
想
さ
れ
る
高
齢
化
の
動
向
な

ど
を
踏
ま
え
、
５
つ
の
基
本
目
標
（
横
断

的
な
目
標
）
を
新
た
に
加
味
し
て
計
画
の

策
定
と
推
進
を
図
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
３
つ
の
施
策
目
標
（
施
策
の

柱
）
に
基
づ
い
て
、
各
種
の
施
策
・
事
業

を
総
合
的
か
つ
体
系
的
に
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
基
本
理
念
と
５
つ
の
基
本
目
標

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。 

●
制
度
改
正
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
体
系
の

変
化
　
今
回
の
制
度
改
正
で
は
、
予
防
重

視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
を
図
る
と
と
も

に
、
身
近
な
地
域
を
単
位
と
し
た
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
体
系
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
軽

度
者
（
要
支
援
１
・
２
）
を
対
象
と
し
て
、

生
活
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
こ
と
に
重

点
を
置
い
た
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
「
新

予
防
給
付
」
が
新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る

恐
れ
の
あ
る
虚
弱
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、

地
域
で
の
包
括
的
・
継
続
的
な
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
機
能
を
強
化
し
、
介
護
予
防
の

推
進
と
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の

「
地
域
支
援
事
業
」
も
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
身
近
な
地
域
で
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
多
様
で
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
が
可
能
と
な
る
よ
う
「
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
」
が
創
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地

域
に
お
け
る
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
担
う
中
核
機
関
と
し
て
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。 

第
3
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
 

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
 

■第3期岩倉市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画の体系図 

高齢者保健福祉計画 

介護保険事業計画 

１－２ 

１－３ 

１－４ 

１－５ 

高齢者の生活支援や介護者への支援 

１－１ 介護予防重視型の介護保険サービスの的確な実施 

介護人材の育成 

低所得者等に対する生活支援 

２－１ 

２－２ 

２－３ 

健康づくりと疾病予防 

生涯学習・生涯スポーツの推進 

多様な社会活動等への参加支援 

２－４ 敬老意識の醸成 

３－１ 

３－２ 

３－３ 

福祉育成の充実 

ボランティア活動や地域福祉活動の充実と見守りネットワ 
ークの推進 

高齢者の自立を支える都市環境等の整備や移動手段の確保 

３－４ 高齢者が安心して暮らせる防犯・防災対策の充実 

高齢者や家族に対する総合相談・支援体制の確立と高齢者 
の権利擁護・虐待防止 

目
標
１ 

高
齢
者
の
尊
厳
の
重
視 

目
標
２ 

高
齢
者
の
自
立
支
援 

目
標
３ 

「
役
立
ち
感
」
が
実
感
で
き
る
幸
せ
社
会 

目
標
４ 

「
共
助
・
互
助
」
の
精
神
に
に
基
づ
く
支
え
合
い
社
会 

目
標
５ 

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
継
続
的
な
生
活
の
確
保 

さ
さ
え
合
う
す
こ
や
か
な
長
寿
社
会
を
め
ざ
し
て

施策目標２ 

「役立ち感」が 
実感できる健康 
で元気な暮らし 
づくり 

施策目標３ 

ふれあいと支え 
合いの安心・快 
適な暮らしづく 
り 

施策目標１ 

介護不安のない 
自分らしい暮ら 
しづくり 

基本 
理念 

基本目標 
（横断的な目標） 

施策目標 
（施策の柱） 施策・事業 



　
こ
れ
ら
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
介
護
が

必
要
に
な
る
前
か
ら
の
一
貫
性
・
連
続
性

の
あ
る
介
護
予
防
を
進
め
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。 

【
地
域
支
援
事
業
】 

●
対
象
　
一
般
高
齢
者
（
要
支
援
・
要
介

護
に
該
当
し
な
い
「
虚
弱
高
齢
者
」（
高
齢

者
人
口
の
５
㌫
程
度
）） 

●
内
容
　
要
介
護
状
態
等
に
な
る
こ
と
を

予
防
す
る
と
と
も
に
、
要
介
護
状
態
等
に

な
っ
た
場
合
で
も
で
き
る
だ
け
地
域
で
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
た
め
、
転
倒
骨
折
予
防
運

動
指
導
や
認
知
症
予
防
教
室
な
ど
の
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。 

【
新
予
防
給
付
】 

●
対
象
　
要
支
援
１
・
２
の
軽
度
者
 

●
内
容
　
生
活
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る

こ
と
に
重
点
を
置
い
て
、
主
と
し
て
運
動

器
の
機
能
向
上
、
栄
養
改
善
、
口
腔
機
能

の
向
上
な
ど
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。 

【
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
】 

●
対
象
　
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
 

●
内
容
　
要
介
護
者
等
の
住
み
慣
れ
た
地

域
で
の
生
活
を
支
え
る
た
め
、
要
介
護
者

の
日
常
生
活
圏
域
内
に
拠
点
を
お
い
て
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
中
学
校
区
を
日

常
生
活
圏
域
と
設
定
し
て
、
第
３
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
期
間
中
「
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
」
「
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）」（
要
支

援
１
の
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）「
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
（
共
用
型
）」
の
３
つ

の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
ま
す
。 

【
岩
倉
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】 

　
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、
地
域
に
お
け
る
総

合
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
中
核
機

関
と
し
て
、
市
が
新
た
に
設
置
し
ま
す
。 

岩
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
岩
倉
市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）
に
運
営
を
委
託
し
、

４
月
よ
り
開
設
し
ま
し
た
。 

●
主
な
機
能
　
①
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
②
総
合
的
な
相
談
窓
口
・
支
援
機
能

③
虐
待
防
止
、
早
期
発
見
の
権
利
擁
護
事

業
④
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
支
援
困
難
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
な
ど
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援
 

●
平
成
１８
年
度
〜
２０
年
度
の
第
１
号
被
保

険
者
（
６５
歳
以
上
の
人
）
の
保
険
料
基
準

額
（
月
額
）　
第
３
期
介
護
保
険
計
画
の

国
の
標
準
的
指
針
で
は
、
低
所
得
者
対
策

と
し
て
現
行
第
２
段
階
が
２
つ
に
細
分
化

さ
れ
６
段
階
制
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

市
で
は
、
課
税
層
で
あ
る
６
段
階
の
区
分

増
を
行
い
、
７
段
階
制
へ
見
直
す
こ
と
と

し
、
被
保
険
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
た
よ

り
き
め
細
か
な
保
険
料
段
階
設
定
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
年
収
５
０
０
万
円

以
上
を
新
第
７
段
階
対
象
者
と
し
、
こ
の

乗
率
を
１
・
７
５
と
設
定
し
た
場
合
、
保

険
料
基
準
額
は
６
段
階
制
の
場
合
と
比
べ

て
月
額
３１
円
の
減
と
な
り
ま
す
。 

　
安
定
的
な
保
険
財
政
の
確
保
と
さ
ら
な

る
低
所
得
者
対
策
の
た
め
、
市
で
は
、
第
 

３
期
介
護
保
険
料
に
、
法
令
上
も
認
め
ら
 

れ
た
方
式
で
あ
る
７
段
階
設
定
を
採
用
す

る
こ
と
と
し
、
保
険
料
基
準
額
を
３
千
７

８
５
円
と
定
め
ま
し
た
。 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。 
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●
市
政
の
窓
●
 

■新しい介護サービスの流れ 

要支援 要介護１ 要介護２ 

要支援・要介護認定者 

要介護３ 要介護４ 要介護５ 現行区分 

要支援１ 要介護２ 要介護１ 要支援２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 新区分 

岩倉市地域包括支援センター 

地域支援事業 

特定高齢者施設 

機能訓練的サービス 

介護予防のスクリーニング 

健康な高齢者 

●実態把握 

指定居宅介護支援事業者 

介護給付 

居宅介護支援 

●ケアプラン作成 

【対象】要介護１～５ 

居宅サービス デイサービス、デイケアなど 
１２のサービス 

施設サービス 

認知症対応型通所介護 
小規模多機能型居宅介護 
認知症対応型共同生活介護　等 

介護老人福祉施設 
介護老人保健施設 
介護療養型医療施設 

（県指定事業者） 

地域密着型サービス （市指定事業者） 

●新予防給付プラン作成 アセスメント等 アセスメント等 

●総合相談（権利擁護含む） ●介護予防プラン作成 

・運動器の機能向上 

・栄養改善 

・口腔機能の向上  等 

連携 

連携 

新予防給付 

一貫性・連続性のある介護予防 

要介護認定非該当者 

介護予防支援 

【対象】要支援１、要支援２ 

介護予防デイサービスなど、生活機能の低下を 
防止することに重点を置いた１２の予防サービス 

要支援・要介護状態に陥る恐れ 
のある高齢者（全体の約５％） 

介護予防認知症対応型通所介護 
介護予防小規模多機能型居宅介護 
介護予防認知症対応型共同生活介護 
（要支援1の人は利用できません） 

（市指定事業者） 

地域密着型介護サービス （市指定事業者） 

介護保険事業として提供するサービス！ 

一般高齢者施策 

保険センター 

健康教育的サービス 

・転倒骨折予防運動指導 

・認知症予防教室　等 

　４月１５日号１０ページに掲載した「指定管理者制度が始まります」の記
事の中で、岩倉市地域集会所の問合先担当課名と電話番号に誤りがありまし
た。謹んでお詫びしますとともに訂正させていただきます。 
（正）水道部下水道課（☎３８－５８１５） 

★お詫びと訂正★ 
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岩倉市健康づくり計画「健康いわくら２１」 
～休養編～ 

　
健
康
づ
く
り
計
画
「
健
康
い
わ
く
ら
２１
」
の
中
で
、

今
回
は
「
休
養
」
に
つ
い
て
の
計
画
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

み
ん
な
の
「
な
れ
た
ら
い
い
な
」（
実
現
目
標
） 

『
上
手
な
ス
ト
レ
ス
対
処
法
を
見
つ
け
、
こ
こ
ろ
の
健

康
を
保
ち
、
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
送
ろ
う
』
 

皆
さ
ん
、
こ
ん
な
悩
み
は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

①
仕
事
が
と
て
も
忙
し
い
 

②
出
産
・
育
児
に
悩
ん
で
い
る
 

③
日
中
居
眠
り
を
よ
く
す
る
 

④
な
か
な
か
疲
れ
が
と
れ
な
い
 

⑤
気
分
の
落
ち
込
み
が
激
し
い
 

　
食
事
や
運
動
と
並
び
、
休
養
の
充
実
は
、
健
康
維
持

に
欠
か
せ
な
い
３
本
柱
の
一
つ
で
す
。
 

　
ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
わ
れ
る
現
代
、
さ
ま
ざ
ま
な
疲

れ
や
悩
み
は
容
易
に
解
消
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
 

・
自
分
の
時
間
を
作
る
 

・
家
族
や
友
人
に
悩
み
を
打
ち
明
け
る
 

・
自
分
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
を
見
つ
け
る
 

・
専
門
家
に
相
談
す
る
 

な
ど
に
よ
り
、
自
分
に
合
っ
た
ス
ト
レ
ス
対
処
法
を
見

つ
け
る
こ
と
が
、
少
し
で
も
疲
れ
や
悩
み
を
軽
く
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
心
身
の
疲
れ
を
軽
く
す
る
の
に
、

大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、
「
睡
眠
」
で
す
。
 

　
昼
間
に
活
発
に
働
く
大
脳
は
、
眠
り
に
よ
っ
て
休
息

し
ま
す
。
ま
た
、
睡
眠
不
足
な
ど
の
睡
眠
障
害
が
、
糖

尿
病
や
高
血
圧
な
ど
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
の
一
つ
に
な

っ
た
り
、
事
故
原
因
の
背
景
に
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
と

も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
で
は
、
睡
眠
時
間
を
た
っ
ぷ
り
と
れ
ば
よ
い
か
、
と

い
う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
朝
起
き
て
か
ら
夜
眠
る
ま
で
の
１
日
の
生
活
リ
ズ
ム

を
作
っ
て
い
る
の
が
、
脳
の
視
床
下
部
、
い
わ
ゆ
る

「
体
内
時
計
」
で
す
。
 

　
こ
の
体
内
時
計
の
働
き
を
不
規
則
な
生
活
な
ど
で
妨

げ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
睡
眠
の
質
を
高
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

ぐ
っ
す
り
心
地
よ
く
眠
る
た
め
の
コ
ツ
 

①
熟
睡
す
る
た
め
に
、
定
期
的
な
運
動
習
慣
を
持
と
う
。
 

②
心
と
体
の
め
ざ
め
に
大
切
な
「
朝
食
」
を
と
ろ
う
。
 

③
目
が
覚
め
た
ら
日
光
を
浴
び
、
体
内
時
計
の
ス
イ
ッ

チ
を
リ
セ
ッ
ト
し
よ
う
。
 

④
睡
眠
前
の
カ
フ
ェ
イ
ン
や
お
酒
は
睡
眠
の
質
を
悪
く

し
ま
す
。
音
楽
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
、
自
然
に
眠
く
な
っ
て
か
ら
、
寝
床
に
就
く
よ

う
に
し
よ
う
。
 

⑤
短
い
昼
寝
で
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
　
昼
寝
す
る

な
ら
午
後
３
時
前
の
２０
〜
３０
分
。
夕
方
以
降
の
昼
寝

や
長
い
昼
寝
は
か
え
っ
て
ぼ
ん
や
り
の
も
と
で
す
。

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

⑥
睡
眠
障
害
は
、
専
門
家
に
相
談
を
！
　
睡
眠
障
害
は

体
や
心
の
病
気
の
サ
イ
ン
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
寝
付
け
な
い
、
熟
睡
感
が
な
い
、
十
分

眠
っ
て
い
て
も
日
中
の
眠
気
が
強
い
時
は
、
専
門
家

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
！
 

　
上
手
な
ス
ト
レ
ス
対
処
法
を
見
つ
け
、
質
の
よ
い
睡

眠
を
と
る
こ
と
で
１
日
の
疲
れ
を
と
り
、
こ
こ
ろ
に
ゆ

と
り
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
が
取
り
組
み

や
す
い
こ
と
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。
 

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
合
お
う
 

①
自
分
の
ス
ト
レ
ス
状
態
を
知
ろ
う
　
　
　
 

②
自
分
の
ス
ト
レ
ス
の
状
態
に
合
っ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
法

を
知
ろ
う
 

③
自
分
の
考
え
や
感
情
を
表
現
し
て
み
よ
う
 

④
１
日
１
回
、
よ
く
笑
お
う
 

仲
間
づ
く
り
 

①
外
に
出
か
け
よ
う
 

②
趣
味
を
持
と
う
 

　
さ
あ
、
あ
な
た
は
何
か
ら
始
め
ま
す
か
？
 

 ●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）ま
で
。
 

　
定
年
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
何

に
生
き
が
い
を
持
っ
た
ら
よ
い
の
か
？
　

そ
ん
な
迷
い
の
中
、
地
域
の
方
々
に
喜
ん

で
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
住
み
や
す
く
安

心
・
安
全
で
福
祉
の
充
実
し
た
「
ま
ち
」

に
し
た
い
と
、
平
成
８
年
６
月
に
岩
倉
市

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
退
職
者
イ
キ

イ
キ
ラ
イ
フ
講
座
」
の
受
講
生
７
人
に
よ

っ
て
結
成
し
た
の
が
「
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ

の
会
」
で
す
。 

　
現
在
、
会
員
は
５３
人
（
う
ち
男
性
が
３０

人
）、
平
均
年
齢
は
６５
歳
を
超
え
て
い
ま

す
。
具
体
的
な
活
動
は
次
の
三
つ
の
こ
と

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

①
老
人
ホ
ー
ム
の
車
い
す
み
が
き
…
月
１

回
市
内
の
老
人
ホ
ー
ム
へ
出
か
け
て
実
施

し
て
い
ま
す
。 

②
移
動
の
困
難
な
お
年
寄
り
の
病
院
へ
の

送
り
迎
え
…
平
成
１０
年
か
ら
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
４
月
に
陸
運
局
の
認
可
を
受

け
て
、
福
祉
有
償
運
送
と
し
て
再
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

③
手
打
ち
麺
づ
く
り
で
「
ま
ち
お
こ
し
」

…
小
・
中
学
生
と
と
も
に
「
手
打
ち
う
ど

ん
体
験
道
場
」
を
実
施
し
た
り
、
い
ろ
い
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ
の
会
 

い
た
だ
く
笑
顔
が
 

　
　
私
た
ち
の
活
力
で
す
 

し
し
ょ
う
か
ぶ
 

ふれあい
支え合い
ふれあい
支え合い
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　オーストリアでは無料の学校教育システムが
あります。小学校は４年間です。中高等教育は
８年間で、中学校が４年、高校も４年です。 
　オーストリアの小学校の新入生は両親から
「Schultuete」（シュールテューテ）というもの
をもらいます。それは、カラフルな円すい形を
しており長さは５０㌢㍍位で、厚紙で作ってあ
ります。その中にはお菓子や学校のために必要
な物や小さなプレゼントが入っています。忙し
い学校の生活を楽しくするシンボルと言われて
います。「Schultuete」（シュールテューテ）は
昔の習慣で、２００年くらい前にドイツで始まり、後にオーストリアでも人気になりました。 
　新学期は９月の第１週に始まります。休みは、夏（９週間）、クリスマス（２週間）、冬（２月に１週間）、
イースター（４月に１週間）の４回あります。学校は月曜日から土曜日までで、平日は朝８時から昼１
時か２時、土曜日は昼１２時に終わります。平日、子供達は昼ご飯を食べに家に帰っていきます。学校
によって違いますが、１週間に２回くらいは、子供達は午後また学校に行って、体育、音楽や美術の授
業を受けます。授業は５０分で、５分か１０分の休憩があります。１０時頃には１５分の休憩があり、
子供達は校庭に行って、家から持って来た軽食を食べます。たいていパンや果物の軽食です。オースト
リアでは生徒の制服がありません。　　　　　 
　また、生徒が学校を掃除をすることは無く、クリーニング・サービスがしてくれます。中等教育では
一年間に一度旅行があり、冬はスキーに行き、春のスポーツ週間でヨット、テニスなどを習います。日
本とオーストリアの学校行事では他にも色々違いがあり、例えば合唱コンクール、体育祭、学校給食、
クラブ活動などはありません。 

Austria has a free and public school system. Primary education lasts for four years. Secondary education lasts for 8 
years, four years of lower secondary school and four years of upper secondary school.On the first day of elementary 
school, there is a special custom for the first graders. Children get the Schultuete from their parents. This is a long 
pointed colorful scone with a length of about 50 cm, made of cardboard and filled with sweets, school supplies or small 
presents. It is meant as a symbol to sweeten the hard days of school life. The Schultuete is an old German custom, 
which dates back about 200 years ago and later became popular in Austria, too. The school year starts in the first week 
of September. Vacation is divided into summer- (9 weeks), Christmas- (2 weeks), winter- (1 week in February) and Easter 
- (1 week in April) vacation. School is from Monday to Saturday, starts at 8 in the morning 
and finishes at 1 or at 2 pm and on Saturday on 12 pm. Children then go home for lunch. 
About twice a week (depending on the school) they have to come back again in the 
afternoon for lessons in art, music and sports. Each lesson lasts 50 minutes and then 
there is a short break of 5 or 10 minutes. At 10 am there is a break of 15 minutes, where 
children go out in the schoolyard and eat a snack, which they have to bring along from 
their home. This consists mainly of a sandwich and some fruit. In Austria children don't 
wear any school uniform. Children don't have to clean the school; this is done by a 
cleaning service. During secondary education there are school trips once a year. The 
whole class goes either skiing in winter or has a sports week in spring, where they are 
taught for example sailing or playing tennis. Furthermore, there are many differences 
between schools in Japan and Austria, for example, in Austria there is no chorus 
competition, sports day, school lunch, and there are no club activities either.

オーストリアの学校 
岩倉市国際交流員 

OELBERG VIVIEN
オールベーグ　ビビエン 

ろ
な
集
会
で
う
ど
ん
を
一
緒
に
作
り
食
べ

て
い
た
だ
い
た
り
し
て
と
て
も
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
食
べ
た
人
か
ら
「
う

ま
か
う
ど
ん
」
と
名
付
け
た
ら
、
と
言
わ

れ
て
お
り
、
将
来
は
、
岩
倉
市
の
名
物
に

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
他
①
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
②
映
像
で

Ｐ
Ｒ
を
③
遊
ぼ
う
会
（
旅
行
、
ハ
イ
キ
ン

グ
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
）
④
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
（
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
く
お

話
）
と
い
っ
た
活
動
も
し
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
の
会
は
、
自
分
に
適
し
た
や
り

た
い
事
が
あ
れ
ば
手
を
上
げ
て
参
加
す
る

「
チ
ョ
ボ
ラ
」（
気
軽
に
で
き
る
ち
ょ
っ
と

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
基
本
！
　
皆
が

希
望
と
生
き
が
い
を
持
っ
て
い
つ
ま
で
も

若
々
し
く
活
躍
で
き
る
よ
う
、
お
互
い
に

い
た
わ
り
な
が
ら
お
年
寄
り
に
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
、
幅
広
く
作
り
出
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
楽
し
く
高
齢
に
な
る
ま
で
活
躍
し
て
い

て
、
３
日
ぐ
ら
い
の
入
院
で
天
国
に
行
け

た
ら
最
高
に
幸
せ
だ
な
ー
と
考
え
て
実
行

し
て
い
る
会
で
す
。 

●
問
合
先
　
中
村
（
☎
６
６
―
８
６
４
８
）

ま
で
。 

シ
ュ
ー
ル
テ
ュ
ー
テ 

▲
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        ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

 
 
 
 
 
 
 
み
ど
り
の
家
 

  　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１

回
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
て
い
ま
す
。
 

　
５
月
は
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

を
歌
う
こ
と
が
大
好
き
な
仲
間

が
集
ま
っ
て
結
成
し
た
、
「
い

わ
く
ら
フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ー
」
の
皆
さ
ん
で
す
。
路
上
ラ

イ
ブ
の
経
験
者
あ
り
、
歌
や
お

し
ゃ
べ
り
が
大
好
き
な
人
あ
り

で
、
と
っ
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
楽

し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
入
場

は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
２８
日
(日)
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
者
　
い
わ
く
ら
フ
ォ
ー

ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
 

▼
演
奏
曲
　
昔
懐
か
し
い
フ
ォ

ー
ク
ソ
ン
グ
か
ら
最
新
の
フ
ォ

ー
ク
ソ
ン
グ
ま
で
　
　
　
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６

７
０
０
）
 

  ●
史
跡
公
園
月
釜
 

  　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
新

緑
の
こ
の
時
期
に
ご
家
族
で
お

茶
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
、
次
の
と
お
り
お
茶
会
を
開

催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
２１
日
(日)
午
前
１０

時
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）
 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建

民
家
（
大
地
町
野
合
５１
☎
３
８

―
６
１
０
１
）
 

▼
呈
茶
券
　
１
席
３
０
０
円

（
お
抹
茶
と
お
菓
子
）
 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟

河
村
社
中
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
☎
３

８
―
５
８
１
９
）
 

        ●
歌
謡
舞
踊
 

 
 
 
 
 
南
部
老
人
憩
の
家
 

   
内
田
る
り
実
社
中
の
皆
さ
ん

が
、
慰
問
に
来
て
い
た
だ
き
見

事
な
舞
踊
を
発
表
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
１１
日
(木)
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
南
部
老
人
憩
の
家

（
大
地
町
）
 

▼
出
演
者
　
内
田
実
の
秀
さ
ん

（
内
田
流
師
範
）
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
南
部
老
人
憩
の
家

（
☎
３
７
―
０
４
９
７
）
 

  ●
「
尾
張
北
部
の
文
化
財
め

　
ぐ
り
」
―
木
曽
川
う
か
い

　
と
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
―
 

  　
「
鵜
飼
」
を
見
学
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
木
曽
川
流
域
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
文
化
を
体

感
し
ま
す
。
当
日
は
鵜
匠
さ
ん

の
解
説
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

　
ま
た
、
音
楽
寺
（
江
南
市
）

で
は
、
満
開
の
あ
じ
さ
い
を
楽

し
み
な
が
ら
、
併
設
の
「
村
国

の
郷
資
料
館
」
を
訪
れ
ま
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
１８
日
(日)
（
鵜
飼

中
止
の
場
合
は
、
明
治
村
を
見

学
し
ま
す
）
 

▼
集
合
場
所
と
時
間
　
小
牧
市

市
民
会
館
…
午
前
９
時
、
江
南

市
民
文
化
会
館
…
午
前
９
時
３０

分
 

▼
解
散
場
所
と
予
定
時
間
　
小

牧
市
市
民
会
館
…
午
後
２
時
１５

分
、
江
南
市
民
文
化
会
館
…
午

後
２
時
４５
分
（
明
治
村
見
学
の

場
合
は
、
解
散
予
定
は
約
１
時

間
半
ほ
ど
遅
く
な
り
ま
す
）
 

▼
見
学
コ
ー
ス
　
音
楽
寺
（
江

南
市
）
↓
鵜
飼
（
犬
山
市
）
 

▼
参
加
料
　
中
学
生
以
上
…
２

千
５
０
０
円
、
小
学
生
…
１
千

５
０
０
円
（
バ
ス
代
、
昼
食
代
、

保
険
料
含
む
。
移
動
中
の
飲
物

は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
）
 

▼
対
象
　
小
学
生
４
年
生
以
上

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
 

▼
定
員
　
５０
人
（
な
お
、
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
）
 

▼
申
込
方
法
　５
月
１９
日
(金)（
必
 

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
希
望
す
る
集
合
場
所
（
氏

名
と
年
齢
は
参
加
者
全
員
）
を

記
入
し
、
江
南
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
〒

４
８
３
―
８
７
１
１
江
南
市
北

野
町
川
石
２５
―
１
）
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
５
４
―
１
１
１
１
内
線
３

９
７
）
ま
た
は
、
岩
倉
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
 

  ●
青
空
市
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

   
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
岩
倉

一
期
一
会
荘
で
は
、
地
域
の
皆
 

催し  

う
ち

だ
　
み
　
　
　
ひ
で
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さ
ん
と
一
緒
に
青
空
市
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
ご
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
品

物
や
手
作
り
の
小
物
な
ど
の
お

店
を
開
い
て
い
た
だ
け
る
人
も

募
集
し
て
い
ま
す
。
出
店
料
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

▼
と
き
　
５
月
２１
日
(日)
午
前
１０

時
４５
分
〜
正
午
（
雨
天
で
も
実

施
）
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
一
期
一
会
荘

ビ
ー
ダ
の
庭
（
北
島
町
二
本
木

７
）
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
一
期
一
会
荘

（
☎
６
６
―
２
１
１
０
担
当
遠

藤
、
山
尾
）
 

  ●
精
神
保
健
福
祉
普
及
講
演
会
 

   
ス
ト
レ
ス
の
多
い
私
た
ち
の

暮
ら
し
の
中
で
、
心
に
ゆ
と
り

を
持
つ
こ
と
は
大
切
で
す
。
こ

の
機
会
に
心
の
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
テ
ー
マ
　
「
人
と
動
物
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
〜
犬
が
与
え

る
癒
し
の
力
〜
」
 

▼
講
師
　
須
崎
大
（
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｐ
代
表
、
ド
ッ
グ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
 

▼
と
き
　
５
月
１７
日
(水)
午
後
１

時
３０
分
〜
２
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
犬
山
国
際
観
光
セ

ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ
４
階
フ
ロ
イ

デ
ホ
ー
ル
 

▼
対
象
者
　
精
神
保
健
福
祉
に

関
心
の
あ
る
人
 

▼
定
員
　
１
０
０
人
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
申
込
方
法
　
５
月
２
日
(火)
か

ら
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
地
域
保
健
課
（
☎
５
６
―
２

１
５
７
）
 

        ●
生
け
垣
づ
く
り
補
助
金
 

  　
家
庭
や
事
業
所
の
生
け
垣
づ

く
り
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
 

▼
補
助
対
象
と
な
る
生
け
垣
　
 

住
宅
・
店
舗
・
事
業
所
な
ど
の

所
有
者
ま
た
は
、
借
地
権
者
が

設
け
る
も
の
で
、
公
道
に
面
し

た
延
長
２
㍍
以
上
の
生
け
垣
で
、

地
面
か
ら
９０
㌢
以
上
の
高
さ
が

あ
る
樹
木
を
延
長
１
㍍
に
つ
き

２
本
以
上
植
え
、
柵
や
支
柱
な

ど
で
固
定
す
る
も
の
が
対
象
で

す
。
 

　
石
や
レ
ン
ガ
な
ど
の
基
礎
の

上
に
設
置
す
る
と
き
は
、
こ
の

基
礎
の
高
さ
が
、
住
宅
地
等
の

地
盤
面
か
ら
５０
㌢
以
下
が
補
助

対
象
と
な
り
ま
す
。
 

▼
補
助
率
と
限
度
額
 

★
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
取
り
壊

し
て
造
る
と
き
…
塀
の
取
り
壊

し
と
、
生
け
垣
設
置
に
か
か
る

経
費
の
合
計
の
２
分
の
１
以
内

で
、
１
㍍
当
た
り
７
千
円
、
１

件
当
た
り
１０
万
円
を
限
度
と
し

ま
す
。
 

★
新
た
に
設
置
す
る
と
き
…
設

置
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、

１
㍍
当
た
り
５
千
円
、
１
件
当

た
り
６
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
工
事
着
手
前
に
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
請
・
問
合
先
　
都
市
計
画

課
計
画
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

４
）
 

  ●
児
童
扶
養
手
当
・
遺
児
手
 
 

　
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
 

  　
い
ず
れ
の
手
当
も
、
申
請
の

た
め
の
資
格
要
件
・
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。
申
請
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
児
童
課
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

▼
児
童
扶
養
手
当
　
母
子
家
庭

で
、
１８
歳
以
下
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
母
ま
た
は
、
両
親
の

い
な
い
１８
歳
以
下
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
 

▼
遺
児
手
当
　
母
子
家
庭
・
父

子
家
庭
で
、
１８
歳
以
下
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
か
父
ま
た

は
、
両
親
の
い
な
い
１８
歳
以
下

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
 

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
　
身
体

ま
た
は
、
精
神
に
中
度
・
重
度

の
障
害
の
あ
る
２０
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
０
）
 

  ●
第
３
子
以
降
の
学
校
給

　
食
費
を
補
助
 

          
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

を
目
的
と
し
て
、
義
務
教
育
課

程
に
あ
る
児
童
・
生
徒
が
３
人

以
上
あ
る
世
帯
に
第
３
子
以
降

の
岩
倉
市
立
小
・
中
学
校
に
お

け
る
給
食
費
を
補
助
し
ま
す
。
 

▼
対
象
者
　
　
　
　
　
　
　
　

①
岩
倉
市
に
住
所
も
し
く
は
居

所
を
有
す
る
者
 

②
義
務
教
育
課
程
に
あ
る
小
学

校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生

ま
で
の
児
童
お
よ
び
生
徒
を
３

人
以
上
有
す
る
世
帯
 

③
給
食
費
を
滞
納
し
て
い
な
い

者
 

▼
申
請
方
法
　
在
籍
す
る
学
校

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
請
期
間
　
８
月
末
日
・
３

月
末
日
の
年
２
回
 

▼
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶
務

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
８
）
 

  　
市
税
の
お
納
め
忘
れ
は
あ
り

　
ま
せ
ん
か
？
 

●
市
税
の
納
税
と
納
税
相

　
談
窓
口
を
開
設
 

  　
市
の
歳
入
の
う
ち
で
も
重
要

な
市
税
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
中

で
、
こ
の
市
税
の
お
納
め
忘
れ

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
日
ご
ろ
、
仕
事
な
ど
で
税
金

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

や
、
納
税
相
談
を
受
け
た
い
人

の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
臨
時

の
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
納
税
相
談
に
お
越
し

の
人
で
分
納
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
 

▼
と
き
　
５
月
１３
日
(土)
〜
２１
日

(日)
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
 

▼
と
こ
ろ
　
税
務
課
 

▼
問
合
先
　
税
務
課
収
納
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
６
）
 

い
や
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        ●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
 
 

　
ケ
ッ
ト
出
店
者
 

   
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
市
役
所

駐
車
場
で
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
１８
日
(日)
午
前
９

時
〜
正
午
 

※
雨
天
の
場
合
は
２５
日
(日)
に
延

期
し
ま
す
。
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場
 

▼
募
集
店
舗
数
　
４５
店
舗
（
先

着
順
）
 

▼
店
舗
の
大
き
さ
　
１
店
舗
あ

た
り
間
口
３
㍍
×
奥
行
２
㍍
の

予
定
 

▼
募
集
期
間
　
５
月
１８
日
(木)
〜
 

▼
出
店
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
か
お
勤
め
で
、
高
校
生
以
上

の
個
人
 

▼
出
店
費
用
　
無
料
 

【
出
店
に
お
け
る
注
意
事
項
】
 

　
飲
食
物
、
業
者
か
ら
仕
入
れ

た
品
物
、
営
利
を
目
的
と
し
た

物
を
販
売
す
る
こ
と
は
禁
止
し

ま
す
。
 

※
申
込
時
に
内
容
を
確
認
の
う

え
、
販
売
を
ご
遠
慮
願
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
 

▼
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
窓

口
に
用
意
し
て
あ
る
出
店
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

１
人
に
つ
き
１
店
舗
で
受
け
付

け
ま
す
。
な
お
、
電
話
で
の
受

け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政

課
商
工
観
光
係
（
☎
３
８
―
５

８
１
２
）
 

  ●
水
道
料
金
嘱
託
徴
収
員
 

   
水
道
料
金
の
収
納
業
務
に
従

事
し
て
い
た
だ
く
嘱
託
徴
収
員

を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
で
４０
歳
以
上
６４
歳
以
下
の
健

康
な
人
 

▼
採
用
人
数
　
１
人
 

▼
採
用
日
　
６
月
１
日
(木)
 

▼
応
募
期
間
　
５
月
１０
日
(水)
〜

２２
日
(月)
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
）
 

▼
試
験
日
　
５
月
２６
日
(金)
午
前

１０
時
〜
 

▼
試
験
場
所
　
市
役
所
３
階
会

議
室
４
 

▼
試
験
内
容
　
作
文
と
面
接
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
水
道
課
業

務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
６
）
 

  ●
清
掃
業
務
臨
時
職
員
 

   
岩
倉
市
で
は
、
次
の
と
お
り

清
掃
業
務
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。
 

▼
職
務
内
容
　
ご
み
収
集
、
分

別
収
集
業
務
等
の
補
助
 

▼
募
集
人
数
　
１
人
 

▼
勤
務
日
　
月
〜
金
曜
日
の
う

ち
週
３
日
程
度
 

▼
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
３
時
 

▼
資
格
　
平
成
１８
年
４
月
１
日

現
在
６５
歳
未
満
（
学
生
不
可
）
 

▼
時
間
給
　
１
千
２
４
０
円
 

▼
提
出
書
類
　
５
月
１９
日
(金)
ま

で
に
、
市
販
の
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
後
日
面
接
を
行
い
ま
す
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
清
掃
事
務

所
（
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
 

  ●
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
 

　
こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り
 

   
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
で
は

こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
制
作
風
景
の
見

物
だ
け
で
も
歓
迎
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
２７
日
(土)
午
前
１０

時
〜
２８
日
(日)
午
後
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
第
一
児
童
館
お
よ

び
中
島
屋
幟
店
（
の
ん
ぼ
り
や
、

豊
国
橋
の
西
側
）
 

▼
募
集
人
数
　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
…
１２
家
庭
、
こ
い
の
ぼ
り

づ
く
り
…
８
人
程
度
 

▼
費
用
　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

…
無
料
、
こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り

…
会
員
ま
た
は
、
外
国
の
人
３

０
０
円
、
非
会
員
５
０
０
円
 

※
弁
当
が
必
要
な
人
は
別
料
金

（
１
食
４
０
０
円
程
度
）
 

▼
申
込
締
切
日
　
５
月
１４
日
(日)
 

▼
そ
の
他
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

ゲ
ス
ト
は
、
名
古
屋
芸
術
大
学

の
留
学
生
お
よ
び
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
事
業
団
）
の
研
修

生
で
す
。
ゲ
ス
ト
は
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
宅
に
１
泊
し
、
こ
い

の
ぼ
り
を
作
り
ま
す
。
 

　
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
外

国
の
人
が
優
先
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
国

際
交
流
協
会
井
上
（
☎
　
６
６

―
３
１
９
２
）
ま
た
は
、
中
山

（
☎
　
６
６
―
８
５
７
３
）
 

  ●
少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
 

　
ル
教
室
参
加
者
 

  　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

で
は
、
次
の
と
お
り
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
２０
日
(土)
〜
６
月

２４
日
(土)
の
毎
週
土
曜
日
（
全
６

回
）
午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
中
央
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
 

▼
対
象
　
小
学
１
年
〜
６
年
生

の
男
女
 

▼
参
加
料
　
７
５
０
円
 

▼
定
員
　
２５
人
 

▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル
・
グ
ロ
ー

ブ
・
水
筒
 

▼
服
装
　
長
ズ
ボ
ン
で
運
動
の

で
き
る
服
装
 

▼
申
込
日
時
　
５
月
３
日
(水)
午

前
９
時
か
ら
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
１
階
窓
口
で
受
け
付
け

ま
す
。
な
お
、
定
員
に
満
た
な

い
場
合
は
、
当
日
以
降
も
受
け

付
け
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
体

育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２

２
２
）
 

  ●
岩
倉
市
民
新
人
戦
卓
球
 

　
大
会
参
加
者
 

  　
岩
倉
市
卓
球
協
会
で
は
、
新

人
戦
卓
球
大
会
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
２８
日
(日)
午
前
９

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
東
小
学
校
体

育
館
 

▼
種
目
　
男
女
別
個
人
戦
 

募集  

の
ぼ
り
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▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
か
お
勤
め
で
小
学
生
以
上
 

▼
参
加
費
　
小
・
中
学
生
、
高

校
生
…
２
０
０
円
、
大
学
生
、

一
般
…
３
０
０
円
、
卓
球
協
会

会
員
は
無
料
 

▼
申
込
期
限
　
５
月
１４
日
(日)
 

▼
申
込
先
　
体
育
協
会
事
務
局

（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内

☎
６
６
―
２
２
２
２
）
 

▼
問
合
先
　
卓
球
協
会
　
長
谷

川
（
☎
３
７
―
６
２
０
５
）
 

  ●
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
 

  　
岩
倉
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、

次
の
と
お
り
初
心
者
テ
ニ
ス
教

室
を
開
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
２１
日
(日)
〜
６
月

２５
日
(日)
の
毎
週
日
曜
日
（
６
回
）

午
前
９
時
〜
１１
時
 

▼
と
こ
ろ
　
野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
の
１６
歳
以
上
の
男
女

（
学
生
を
除
く
）
 

▼
参
加
料
　
１
千
５
０
０
円

（
保
険
代
含
む
）
 

▼
定
員
　
２０
人
程
度
 

▼
持
ち
物
　
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
 

・
ラ
ケ
ッ
ト
等
（
ラ
ケ
ッ
ト
の

貸
し
出
し
有
り
）
 

▼
申
込
締
切
日
　
５
月
１６
日
(火)

※
締
切
日
以
前
で
も
、
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。
 

▼
申
込
方
法
　
岩
倉
市
体
育
協

会
事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）

に
、
参
加
料
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
テ
ニ
ス
協
会
　
桜

井
（
☎
０
９
０
―
３
９
５
８
―

７
７
８
８
）
 

        ●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
 

　
研
修
会
（
２
級
課
程
） 

   
社
団
法
人
尾
北
医
師
会
で
は
、

地
域
で
活
動
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、
次
の

と
お
り
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
研
修
事
業
の
名
称
　
尾
北
医

師
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研

修
会
（
２
級
課
程
）
 

▼
研
修
実
施
場
所
　
尾
北
看
護

専
門
学
校（
尾
北
医
師
会
館
内
） 

▼
研
修
期
間
　
６
月
２８
日
(水)
〜

１０
月
１０
日
(火)
の
う
ち
２７
日
 

▼
受
講
資
格
 

①
犬
山
市
、
江
南
市
、
岩
倉
市
、

大
口
町
、
扶
桑
町
、
お
よ
び
近

隣
に
お
住
ま
い
の
人
 

②
健
康
で
福
祉
活
動
に
熱
意
を

持
ち
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
と
し

て
活
動
を
希
望
さ
れ
る
人
 

③
研
修
の
全
課
程
に
出
席
で
き

る
人
 

▼
募
集
期
間
　
５
月
１５
日
(月)
〜

６
月
９
日
(金)
必
着
 

▼
定
員
　
４０
人
 

▼
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
場
所
　

尾
北
医
師
会
、
生
き
が
い
課
 

▼
手
続
方
法
　
研
修
会
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
確
認
の
う
え
、
は

が
き
に
「
尾
北
医
師
会
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
会
申
込
」

と
朱
書
き
し
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
受
講
理
由

を
明
記
し
て
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
を
超
え

る
場
合
は
抽
選
と
な
り
、
合
否

は
６
月
１６
日
(金)
ま
で
に
郵
送
で

行
い
ま
す
。
 

▼
受
講
料
　
５
万
９
千
３
０
０

円
（
消
費
税
、
テ
キ
ス
ト
代
、

傷
害
保
険
代
、
実
習
費
、
演
習

費
を
含
む
）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
社
団
法
人

尾
北
医
師
会
（
〒
４
８
０
―
０

１
４
４
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口

６
―
１
２
２
―
２
☎
９
５
―
７

０
２
７
）
 

  ●
母
子
家
庭
等
就
業
支
援
 

　
講
習
会
（
パ
ソ
コ
ン
・

　
医
療
事
務
・
社
会
保
険

　
事
務
）
受
講
生
 

  　
財
団
法
人
愛
知
県
母
子
寡
婦
 

福
祉
連
合
会
で
は
、
母
子
家
庭

の
母
等
が
就
職
に
結
び
つ
く
可

能
性
の
高
い
技
能
・
資
格
を
習

得
す
る
た
め
の
講
習
会
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▼
応
募
資
格
　
愛
知
県
内
に
お

住
ま
い
の
母
子
家
庭
の
母
お
よ

び
寡
婦
で
、
全
日
程
出
席
で
き

る
人
 

▼
募
集
講
座
等
　
表
の
と
お
り
 

▼
申
込
方
法
　
受
講
申
込
書
を

福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
定
員
　
各
講
習
２０
人
（
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
 

▼
受
講
料
　
原
則
と
し
て
無
料

（
交
通
費
は
、
自
己
負
担
）
 

▼
募
集
期
間
　
５
月
１０
日
(水)
〜
 

３１
日
(水)
 

▼
講
習
会
場
　
 

★
パ
ソ
コ
ン
講
習
（
豊
橋
）
…

あ
い
ち
情
報
専
門
学
校
（
豊
橋

市
関
谷
町
１
―
６
☎
０
５
３
２

―
５
２
―
１
１
２
２
）
 

★
医
療
事
務
講
習
（
名
古
屋
）

…
国
際
医
療
管
理
専
門
学
校
名

古
屋
校
（
名
古
屋
市
中
村
区
名

駅
南
２
―
２
―
２
６
☎
０
５
２

―
５
６
３
―
５
３
１
１
）
 

★
社
会
保
険
事
務
講
習
（
名
古

屋
）
…
名
古
屋
大
原
学
園
栄
校

（
名
古
屋
市
中
区
錦
３
―
２
１

―
１
８
☎
０
５
２
―
５
８
２
―

７
７
３
３
）
 

▼
問
合
先
　
財
団
法
人
愛
知
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
☎
０

５
２
―
９
１
５
―
８
８
６
２
）
 

講座  
教室  

パソコン講習（豊橋） 

５日(火)･７日(木)･１２日(火)･１４日(木)･１９日(火)･２１日(木)・ 
２６日(火)･２８(木)

１日(火)･３日(木)･８日(火)･１０日(木)･２２日(火)･２４日(木)・ 
２９日(火)･３１日(木)

２５日(火)･２７日(木)７月 

４日(月)･５日(火)･１１日(月)･１２日(火)・１９日(火)９月 

８月 

９月 

医療事務講習（名古屋）Ａ班 

１日(火)･７日(月)･８日(火)･２１日(月)･２２日(火)･２８日(月)・ 
２９日(火)

１０日(月)･１１日(火)･１８日(火)･２４日(月)･２５(火)･３１(月)７月 

８月 

６日(水)･７日(木)･１３日(水)･１４日(木)９月 

医療事務講習（名古屋）Ｂ班 

２日(水)･３日(木)･９日(水)･１０日(木)･２３日(水)･２４日(木)･ 
３０日(水)･３１日(木)

１２日(水)･１３日(木)･１９日(水)･２０日(木)･２６日(水)･２７日(木)７月 

８月 

１日(金)･５日(火)･８日(金)･１２日(火)･１５日(金)９月 

社会保険事務講習（名古屋） 

１日(火)･４日(金)･８日(火)･１８日(金)･２２日(火)･２５日(金)・ 
２９日(火)

１１日(火)･１４日(金)･１８日(火)･２１日(金)･２５日(火)･２８日(金)７月 

８月 

※講習時間は、いずれの講習も午前１０時３０分～午後３時１０分です。 
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健康  
        ●

生
活
習
慣
病
予
防
教
室
 

 
糖
尿
病
予
防
コ
ー
ス
・
高
脂

　
血
症
予
防
コ
ー
ス
・
高
血
圧

　
予
防
コ
ー
ス
 

  ▼
と
き
　
５
月
１８
日
(木)
に
説
明

会
を
行
い
ま
す
（
教
室
期
間
は

５
〜
１２
月
、
表
参
照
）
。
 

▼
内
容
　
保
健
師
・
栄
養
士
に

よ
る
個
人
指
導
、
医
師
・
歯
科

医
師
・
運
動
指
導
員
等
に
よ
る

講
義
お
よ
び
実
技
指
導
、
コ
ー

ス
別
に
血
液
検
査
ま
た
は
、
尿

検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

（
９
月
の
み
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
）
 

▼
対
象
　
６５
歳
未
満
の
人
で
、

昨
年
の
基
本
健
康
診
査
に
お
い

て
、
肥
満
判
定
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
が

２５
以
上
の
人
の
内
、
次
の
い
ず

れ
か
の
人
 

①
血
圧
値
が
要
指
導
 

②
血
液
検
査
の
血
糖
検
査
か
、

脂
質
検
査
が
要
指
導
 

▼
定
員
　
各
コ
ー
ス
１５
人
程
度
 

▼
申
込
方
法
　
５
月
１５
日
(月)
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
 

がん検診などの申し込みを受け付けます 
　保健センターでは、がん検診・骨粗しょう症検診の申込受付を行います。申込期間中に保健センターへ直
接お越しください（市内にお住まいの人に限ります）。定員になりしだい、締め切ります。 
※電話では受け付けできません。また、申し込み初日は大変混雑し、待ち時間が長くなりますのでご了承く
ださい。 
※駐車場が少ないため、車でのお越しはご遠慮ください。 
　申込期間　５月１２日（金）～１８日（木）（土・日曜日、祝日を除く） 

▼
 

▼
 

　申込・問合先　保健センター（☎３７―３５１１） 
※検診時間は申込時にお知らせします。 

検診名 検診日 検診方法 検診場所 定員 対　象 費　用 

胃がん検診 

１ 

胃部Ｘ線間接撮影 保健センター ９４５人 

大腸がん検診 

子宮がん検診 

乳がん検診 

骨粗しょう症検診 

６月１３日(火）・１４日(水）・１５日 
(木)･１６日(金）・１９日(月）・２０ 
日(火)･２２日(木）･２３日（金）、 
７月４日(火)・５日(水)・６日(木)

５月１８日（木） 
１３：３０～１５：３０ 

教室の説明会 
身体計測・生活調査など 

保健師 

日　程 内　容 講　師　等 

６ ６月下旬 個人指導  保健師・栄養士 

４ 
６月２日（金） 
９：００～９：３０ 

保健師 検査 

７ 
６月３０日（金） 
１０：００～１４：３０ 

栄養士・歯科衛生士・ 
保健師 

バイキング実習とブラッシ 
ング指導 

３ 
５月３１日（水） 
１３：３０～１５：３０ 

講義 
「糖尿病を予防しよう」 

犬山中央病院副院長 

井上　洋さん 

２ ５月２５日（木） 
１３：３０～１５：３０ 

講義 
「メタボリックシンドローム 
を予防しよう」 

名古屋大学大学院 
公衆衛生学教室助教授 

八谷　寛さん 

３０歳以上 
（昭和５２年３月３１日 
以前に生まれた人） 

１，０００円 
検診日にお支払いください 

保健センター １,２００人 〃 
便潜血反応検査 
申込時に２日分の検便 
容器をお渡しします 

４５０円 
容器提出日にお支払いください 

９５０人 ２０歳以上の女性 
（昭和６２年３月３１日 
以前に生まれた人） 
※原則２年に１回受診 

【医療機関受診】 
６～１０月　毎週月～土曜日 
（祝日・医院の休診日は除く） 

【集団検診車】 
１０月２５日（水）・２６日（木） 

１,９００円 
申込日にお支払いください 

大野レディス 
クリニック 

視診・内診・細胞診 
（頚部） 

保健センター ２００人 
１,０００円 
検診日にお支払いください 

視診・触診・超音波断 
層写真撮影 

保健センター 

７００人 
３０歳以上の女性 
（昭和５２年３月３１日 
以前に生まれた人） 

７５０円 
検診日にお支払いください 

４５０人 

４０歳以上の女性 
（昭和４２年３月３１日 
以前に生まれた人） 
※原則２年に１回受診 

視診・触診・乳房X線 
撮影 

１,１００円 
検診日にお支払いください 

超音波による踵骨 
（かかと）の骨密度測定 保健センター ８００人 

１８歳以上の女性 
（平成元年３月３１日 
以前に生まれた人） 
※原則２年に１回受診 

４５０円 
検診日にお支払いください 

胃がん検診日に提出 

【超音波】 
５月２３日(火)・２４日(水)・２５日 
(木)、６月２６日(月)・２７日(火)・ 
２８日(水)

【乳房X線】 
７月２４日(月)・２５日(火)・２６日 
(水)・２７日(木)

５月２３日(火)・２４日(水)・２５日 
(木)、６月２６日(月)・２７日(火)・ 
２８日(水)、７月２４日(月)・２５日 
(火)

生活習慣病予防教室５～６月の予定 

※これ以降は、保健師による月１回の個人指導と、２か月毎に血液検査また 
　は、尿検査を行います。   
※９～１０月は、総合体育文化センターのトレーニング室で運動指導を行い 
　ます。 

やつ や　　ひろし 

５ ６月６日（火） 
９：３０～１１：３０ 

講義・実技 
「生活習慣病予防と運動」 

あいち健康プラザ 
運動指導員 

いのうえ　　ひろし 
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  ●
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
 

  事
業
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ

る
ご
み
は
、
地
区
の
ご
み
集
積

場
に
出
せ
ま
せ
ん
 

　
岩
倉
市
が
行
う
「
燃
や
し
て

も
い
い
ご
み
」
「
燃
や
し
て
は

い
け
な
い
ご
み
」
「
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
」
お
よ

び
分
別
収
集
で
出
さ
れ
た
資
源

の
収
集
は
、
一
般
の
家
庭
か
ら

出
さ
れ
る
ご
み
と
資
源
を
対
象

に
し
て
い
ま
す
。
 

　
商
店
、
事
業
所
、
工
場
な
ど

で
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て
出
る

ご
み
（
事
業
系
ご
み
）
は
、
事

業
者
が
責
任
を
持
っ
て
適
正
に

処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
 
第
３
条
第
１
項
 

　
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動

に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
を
自

ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
処

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

事
業
系
ご
み
の
処
理
方
法
 

　
事
業
系
一
般
廃
棄
物
（
産
業

廃
棄
物
以
外
の
も
の
）
の
処
理

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

①
市
の
許
可
業
者
（
表
）
に
委

託
す
る
。
 

②
事
業
者
自
ら
が
直
接
、
小
牧

岩
倉
衛
生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー

（
小
牧
市
大
字
野
口
地
内
）
に

搬
入
す
る
。
 

③
自
家
処
理
施
設
で
処
理
す
る
。

　
な
お
、
産
業
廃
棄
物
に
つ
い

て
は
、
愛
知
県
の
許
可
を
受
け

た
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に
委

託
し
て
く
だ
さ
い
。
 

事
業
系
ご
み
収
集
袋
を
お
使
い

く
だ
さ
い
 

　
８０
㌢
×
９０
㌢
と
大
き
め
の
サ

イ
ズ
で
す
。
事
業
者
に
限
り
市

内
の
取
扱
店
（
１５
店
舗
）
で
、

１
セ
ッ
ト
１０
枚
２
０
０
円
（
税

込
）
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
岩
倉
市
商
工
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
袋
で
は
一
般
の

ご
家
庭
の
ご
み
は
出
せ
ま
せ
ん

（
市
は
収
集
し
ま
せ
ん
）
。
 

事
業
系
ご
み
の
出
し
方
を
紹
介

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
 

　
岩
倉
市
で
は
事
業
系
ご
み
の

出
し
方
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
、
市
内
の
主
な

事
業
所
に
送
付
し
ま
し
た
。
お

持
ち
で
な
い
事
業
所
の
皆
さ
ん

に
は
環
境
保
全
課
ま
た
は
、
清

掃
事
務
所
（
石
仏
町
）
で
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。 

▼
問
合
先 

★
事
業
系
一
般
廃
棄
物
に
つ
い

て
は
、
環
境
保
全
課
生
活
環
境

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
、

清
掃
事
務
所
（
☎
６
６
―
５
９

１
２
）
ま
た
は
、
小
牧
岩
倉
衛

生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

５
６
８
―
７
９
―
１
２
１
１
） 

★
事
業
系
ご
み
収
集
袋
に
つ
い

て
は
、
岩
倉
市
商
工
会
事
務
局

（
☎
６
６
―
３
４
０
０
） 

★
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

愛
知
県
尾
張
事
務
所
廃
棄
物
対

策
課
（
☎
０
５
２
―
９
６
１
―

８
３
４
０
）
ま
た
は
、
愛
知
県

産
業
廃
棄
物
協
会
（
☎
０
５
２

―
３
３
２
―
０
３
４
６
） 

  　
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

　
高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

●
計
画
的
な
ド
ラ
イ
ブ
を
 

  　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
始

ま
り
、
車
で
行
楽
に
出
か
け
る

機
会
も
多
い
こ
の
季
節
。
一
瞬

の
気
の
ゆ
る
み
か
ら
大
事
故
に

な
り
、
楽
し
い
は
ず
の
旅
行
も

悲
し
い
思
い
出
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

　
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
正
面

衝
突
事
故
の
多
く
は
、
何
の
変

哲
も
な
い
平
坦
な
直
線
道
路
が

続
く
と
こ
ろ
で
、
突
然
対
向
車

線
に
は
み
出
し
た
た
め
に
発
生

し
て
い
ま
す
。
 

　
平
坦
な
直
線
道
路
や
高
速
道

路
を
走
っ
て
い
る
と
眠
た
く
な

っ
た
り
、
眠
く
は
な
い
が
、
思

考
力
が
に
ぶ
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
状
態
で
走
行
し
て
い
る
と
き

に
対
向
車
が
接
近
し
て
く
る
と
、

心
理
的
な
パ
ニ
ッ
ク
を
招
き
、

視
線
が
動
い
て
い
る
対
向
車
に

引
き
つ
け
ら
れ
、
そ
ち
ら
に
ハ

ン
ド
ル
を
き
っ
て
し
ま
う
と
い

う
、
平
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い

危
険
な
行
動
を
と
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
 

　
適
度
な
休
息
を
と
り
、
無
理

の
な
い
計
画
で
ゆ
と
り
あ
る
運

転
を
心
掛
け
、
事
故
と
は
無
縁

の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
 

  ●
「
ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
あ

　
い
ち（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
）
」 

  　
愛
知
県
で
は
、
若
者
の
就
職

を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

「
ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
あ
い
ち
」

を
設
置
し
、
求
人
情
報
の
提
供
 

業　者　名 所　在　地 電話番号 
小牧市久保一色南二丁目１２０ 
小牧市久保一色南二丁目２５４-２ 
江南市安良町地蔵７８ 
一宮市木曽川町黒田字松山東南ノ切５６ 
名古屋市西区市場木町１７４-２ 
春日井市神屋町２２９８-３４７ 
一宮市明地字東下城７８-１ 
江南市上奈良町久保１４４ 
名古屋市瑞穂区大喜町５丁目１７ 
北名古屋市沖村権現５ 
岐阜県可児市塩河１０５４-１ 
名古屋市南区千竃通二丁目１４-１ 
岩倉市曽野町７０９ 
岩倉市曽野町７０９ 
一宮市木曽川町黒田中野黒１９０ 
名古屋市守山区西川原町８２ 
一宮市大和町妙興寺字仏供田４５ 
名古屋市千種区今池三丁目３５-１ 
知多郡東浦町大字藤江字ヤンチャ２８-１ 
丹羽郡扶桑町大字南山名字名護根１５-１ 
小牧市元町四丁目１０ 
岩倉市下本町真光寺４-１　ファミール岩倉１０２ 
岐阜県安八郡輪之内町里８５-３ 
小牧市大字林字西山１９０９-７ 
岩倉市八剱町大坪５４ 

０５６８-７２-２３００ 
０５６８-４１-４１９２ 

５６-４０２８ 
０５８６-８６-８２７１ 
０５２-５０３-２９１１ 
０５６８-８８-００１０ 
０５８６-６９-３０５６ 

５４-４６１２ 
０５２-８４１-８６２７ 
０５６８-２４-０２７９ 
０５７４-６５-８３５３ 
０５２-８２５-２１１１ 

６６-２１１２ 
６６-２１１３ 

０５８６-８６-９３３９ 
０５２-７９６-３６３３ 
０５８６-４６-５１５１ 
０５２-７４５-５５５８ 
０５６２-８３-３８８０ 

９２-３８０７ 
０５６８-７３-４１７１ 

６６-５４４１ 
０５８４-７８-２０３３ 
０５６８-７８-０２７７ 

６６-５４２８ 

一般廃棄物処理業者一覧表 

※金額・条件等は直接お問い合わせください。 

第 一 環 境 ㈱  
㈲ 伸 和 環 境  
㈲ ホ テ イ ク リ ー ン  
木曽川環境クリーン㈱ 
ミ ナ ミ 産 業 ㈱  
大 和 興 業 ㈱  
㈲ シ ン セ イ  
大和エンタープライズ㈱ 
東 海 装 備 ㈱  
㈲ ケ ー ア イ  
や ま も と 企 画 ㈱  
福 田 三 商 ㈱  
㈱ ア イ ホ ク  
㈱ 愛 北 産 業  
共 栄 サ ー ビ ス  
㈲ コ ス モ テ ク ノ  
林 商 店  
㈱ 富 士 商 行  
トーエイ㈱※家電５品目のみ 
㈱中部クリーンシステム 
㈱ 小 牧 宮 崎  
ク ラ ブ ネ ッ ツ  
エコム　カワムラ㈱  
大 成 環 境 ㈱  
㈱ 幸 商  
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  ●
８
０
２
０
歯
の
健
康
コ

　
ン
ク
ー
ル
 

  ▼
対
象
　
市
内
に
住
む
８０
歳
以

上
の
人
（
昭
和
２
年
３
月
３１
日

以
前
生
ま
れ
）
で
２０
本
以
上
歯

の
あ
る
健
康
な
人
 

▼
応
募
方
法
　
９
月
末
日
ま
で

に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
か
市
内
歯

科
医
院
へ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
歯
科
医
院
ま
た
は
、
８
月

か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
う
成

人
歯
科
健
康
診
査
で
歯
の
状
態

を
診
査
し
ま
す
。
 

▼
表
彰
　
１１
月
に
開
催
さ
れ
る

「
い
わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ

り
」
で
表
彰
状
、
記
念
品
を
お

渡
し
し
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
 

  ●
が
ん
予
防
の
た
め
の
 

　
栄
養
教
室
 

   
年
々
増
え
つ
づ
け
て
い
る
が

ん
。
が
ん
の
発
生
に
は
、
食
習

慣
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
が
ん
予
防
の

ポ
イ
ン
ト
は
正
し
い
食
習
慣
と

禁
煙
で
す
。
健
康
な
毎
日
を
送

る
た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
と
、
日
常
生
活
を
見
直
し
、

が
ん
予
防
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
５
月
２６
日
(金)
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
零
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室
 

▼
内
容
　
話
「
が
ん
を
予
防
す

る
た
め
の
食
事
と
生
活
」
・
調

理
実
習
 

▼
対
象
　
が
ん
予
防
に
関
心
の

あ
る
人（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
定
員
　
２５
人
（
先
着
順
）
 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
 

▼
申
込
方
法
　
５
月
２
日
(火)
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
 

        ●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク
 

  　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用

品
の
有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な

い
消
費
生
活
の
た
め
に
不
用
品

デ
ー
タ
バ
ン
ク
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事

者
間
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

登
録
物
品
（
４
月
１
日
現
在
）
 

▼
譲
り
ま
す
（
有
償
）
　
組
立

式
つ
く
え
、
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト
、

エ
レ
ク
ト
ー
ン
 

▼
あ
げ
ま
す
（
無
償
）
　
お
ふ

ろ
用
い
す
・
洗
面
器
（
子
ど
も

用
）、
子
ど
も
用
傘
（
女
児
用
）、

五
月
飾
り
、
勉
強
机
、
ポ
ー
タ

ブ
ル
ト
イ
レ
、
手
押
し
車
 

▼
求
め
ま
す
　
遊
花
幼
稚
園
制

服
（
冬
用
・
Ｌ
Ｌ
・
男
児
用
）
、

男
児
用
の
服
（
６
か
月
〜
２
歳

児
用
）、
北
小
体
操
服
（
１
３
０

〜
１
５
０
・
女
子
用
）
、
ベ
イ

ブ
レ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
、
学
研

ニ
ュ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
 

※
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

tt 
p
://w

w
w
.c
ity.iw

a
ku
ra
.a
i

c
h
i.jp
/

）
で
も
確
認
で
き
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工

観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  ●
献
血
に
ご
協
力
を
 

  　
献
血
は
、
１６
歳
か
ら
６９
歳

（
た
だ
し
、
６５
歳
か
ら
６９
歳
ま

で
の
人
は
、
６０
歳
か
ら
６４
歳
の

間
に
献
血
し
た
こ
と
の
あ
る
人

の
み
）
の
人
に
で
き
る
身
近
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
　
 

　
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
２５
日

(木)
市
役
所
 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
３
７
―
３
１
３
５
）
 

  ●
５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
 

  　
日
本
国
憲
法
で
は
、
「
す
べ

て
国
民
は
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追

求
に
対
す
る
権
利
は
最
大
の
尊

重
を
必
要
と
す
る
」
と
さ
れ
、

一
人
ひ
と
り
の
基
本
的
人
権
を

保
障
し
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
ま
わ
り

で
は
、
い
ま
だ
に
女
性
や
障
害

者
、
外
国
人
な
ど
に
対
し
て
の

偏
見
や
誤
解
に
よ
る
人
権
侵
害

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
中
で
も
同
和
問
題
は
、
封
建

時
代
に
政
策
的
に
作
ら
れ
た
身

分
制
度
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
、

現
在
で
も
、
身
元
調
査
が
さ
れ

た
り
、
特
定
の
地
域
出
身
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に
就
職
や
結
婚

な
ど
で
差
別
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
と
い
う
重
大
な
社
会
問
題
で

す
。
 

　
憲
法
が
保
障
し
た
基
本
的
人

権
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
身

の
ま
わ
り
の
不
合
理
や
矛
盾
に

気
付
き
、
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し

て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。
 

　
こ
の
機
会
に
、
人
権
の
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
、
お
互
い
を

認
め
合
う
明
る
い
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
県
民
生
活

部
県
民
総
務
課
人
権
同
和
対
策

室
（
☎
０
５
２
―
９
５
４
―
６

１
６
７
　
０
５
２
―
９
７
３
―

３
５
８
２
）
 

  ●
市
内
で
自
転
車
盗
難
が

　
多
発
し
て
い
ま
す
 

  　
愛
知
県
内
で
は
昨
年
１
年
間

で
３
千
５
２
３
件
の
「
自
転
車

盗
」
が
発
生
し
、
市
内
で
は
２

５
２
件
（
前
年
比
１０
件
増
加
）

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
今

年
の
３
月
末
現
在
で
４４
件
発
生

し
て
い
ま
す
。
 

　
被
害
が
発
生
し
た
場
所
の
う

ち
約
６０
㌫
が
駐
輪
場
を
占
め
、

駅
周
辺
の
駐
輪
場
で
の
被
害
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
盗

ま
れ
た
自
転
車
の
う
ち
施
錠
忘

れ
が
約
４０
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

　
自
転
車
盗
難
の
被
害
を
防
止

す
る
た
め
に
は
、
 

①
必
ず
施
錠
す
る
 

②
自
転
車
に
は
、
必
ず
防
犯
登

録
を
す
る
 

③
住
所
や
名
前
を
記
入
す
る
 

な
ど
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課
（
☎
５
６
―
０
１
１
０
） 

は
ち
ま
る
に
い
ま
る
 

相 談 
その他 
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か
ら
職
業
適
性
診
断
、
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
各
種
職

業
セ
ミ
ナ
ー
、
職
業
相
談
、
職

業
紹
介
、
心
理
職
の
専
門
家
に

よ
る
若
者
家
族
就
職
相
談
な
ど

就
職
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し
て
い
ま

す
。
 

　
今
年
度
か
ら
、
よ
り
多
く
の

若
者
に
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、

利
用
時
間
と
利
用
対
象
年
齢
を

変
更
し
ま
し
た
。
 

▼
と
こ
ろ
　中
日
ビ
ル
１２
階（
名

古
屋
市
中
区
栄
４
―
１
―
１
）
 

▼
利
用
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
６
時

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
 

▼
利
用
対
象
年
齢
　
３５
歳
未
満

▼
問
合
先
　
愛
知
県
（
☎
０
５

２
―
２
６
４
―
０
６
６
５
）
、
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
（htt 

p://w
w
w
.pref.aichi.jp/yja/) 

  　
総
合
治
水
を
ご
存
知
で
す
か
 

●
５
月
１５
日
（月）
〜
２１
日

　
（日）
は
総
合
治
水
推
進

　
週
間
 

  進
む
開
発
と
高
ま
る
浸
水
被
害

の
危
険
性
 

　
田
や
畑
な
ど
に
は
雨
水
を
一

時
的
に
貯
め
た
り
、
地
下
に
浸

透
さ
せ
る
機
能
が
あ
り
、
河
川

へ
の
雨
水
の
流
出
量
を
抑
え
る

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
今
日
で
は
開
発
が

進
み
、
地
表
面
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
に
覆

わ
れ
、
河
川
へ
短
い
時
間
で
多

く
の
雨
水
が
入
っ
て
く
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
に
洪
水
の
危
険

性
が
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

河
川
に
入
り
き
ら
な
い
雨
水
に

よ
っ
て
、
低
い
土
地
で
の
浸
水

被
害
の
危
険
性
も
増
し
て
い
ま

す
。
 

浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
総
合

治
水
対
策
　
　
　
　
　
　
　
 

　
洪
水
や
浸
水
を
防
ぐ
た
め
、

川
幅
を
拡
げ
た
り
、
川
底
を
掘

る
な
ど
の
改
修
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
急
激

な
開
発
に
よ
っ
て
増
加
す
る
雨

水
を
安
全
に
流
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
 

　
そ
こ
で
、
流
域
内
に
雨
を
貯

め
た
り
、
地
下
に
浸
透
さ
せ
る

施
設
を
作
り
、
河
川
に
一
度
に

入
っ
て
く
る
雨
水
の
量
を
減
ら

す
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
、
「
河
川
の
改

修
」
と
「
流
域
内
で
の
対
策
」

さ
ら
に
洪
水
や
浸
水
が
起
こ
っ

た
と
き
の
「
警
戒
避
難
体
制
の

確
立
」
な
ど
を
合
わ
せ
て
実
施

し
、
被
害
の
防
止
を
図
る
こ
と

を
「
総
合
治
水
対
策
」
と
い
い
、

新
川
流
域
で
は
、
昭
和
５７
年
か

ら
愛
知
県
や
近
隣
市
町
と
と
も

に
総
合
治
水
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。
 

「
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対

策
法
」
の
適
用
（
平
成
１８
年
１

月
１
日
か
ら
）
 

　
新
川
流
域
で
は
、
総
合
治
水

対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
１２
年
に
東
海
豪
雨
に
よ
る

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
さ
ら
に

強
力
に
総
合
治
水
対
策
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
１８
年
１
月
１
日

か
ら
新
川
流
域
（
市
内
の
五
条

川
は
全
域
）
を
「
特
定
都
市
河

川
流
域
」
に
指
定
し
、
次
の
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。
 

①
雨
水
浸
水
阻
害
行
為
の
許
可

等
（
平
成
１８
年
１
月
１
日
か
ら
）

…
田
畑
な
ど
締
め
固
め
ら
れ
て

い
な
い
土
地
で
行
う
５
０
０
平

方
㍍
以
上
の
開
発
（
雨
水
浸
透

阻
害
行
為
＝
土
地
か
ら
の
流
出

雨
水
量
を
増
加
さ
せ
る
お
そ
れ

の
あ
る
行
為
）
は
愛
知
県
知
事

の
許
可
が
必
要
で
、
許
可
に
あ

た
っ
て
は
、
技
術
的
基
準
に
従

っ
た
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
設

置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

②
流
域
水
害
対
策
計
画
の
策
定

…
県
と
市
町
、
河
川
と
下
水
道

が
共
同
し
て
総
合
的
な
浸
水
被

害
対
策
を
推
進
す
る
計
画
を
策

定
し
、
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
 

雨
水
を
貯
留
し
た
り
、
地
下
に

浸
透
さ
せ
る
施
設
 

　
平
成
１８
年
１
月
１
日
か
ら
は
、

「
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対

策
法
」
の
適
用
に
よ
り
５
０
０

平
方
㍍
以
上
の
開
発
の
際
に
は
、

法
に
基
づ
き
雨
水
貯
留
浸
透
施

設
の
設
置
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
よ
り
小
規
模
の
開
発

や
既
存
宅
地
等
で
の
建
替
え
の

際
に
も
、
流
出
雨
水
量
の
抑
制

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
で
き
る

総
合
治
水
対
策
の
例
と
し
て
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

★
浸
透
ま
す
…
屋
根
に
降
っ
た

雨
な
ど
を
集
め
る
雨
水
ま
す
に

浸
透
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、

雨
水
を
地
中
に
し
み
込
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

★
浸
透
ト
レ
ン
チ
…
配
水
管
に

穴
が
開
い
て
い
て
、
こ
の
穴
か

ら
雨
水
が
地
中
に
し
み
込
み
ま

す
。
 

★
浸
透
性
舗
装
…
雨
水
が
舗
装

の
中
を
通
り
抜
け
て
地
中
に
し

み
込
む
舗
装
で
す
。
 

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー
ド
フ
ェ
ア
の

開
催
 

　
総
合
治
水
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
図
や
写
真
を
用
い

た
パ
ネ
ル
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
７
月
１５
日
(土)
〜
２０
日

(木)
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

総
合
治
水
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご

案
内
 

　
総
合
治
水
に
関
す
る
情
報
は
、

「
新
川
・
境
川
流
域
総
合
治
水

対
策
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

http://w
w
w
.sougo -chisui.jp

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
土
木
課
維
持
管
理

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
３
）
 

  ●
多
重
債
務
者
相
談
 

  　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
談

に
よ
る
家
族
、
個
人
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
１
日
曜
日
、

午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法

書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
 

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
問
題
解
決
、
借
入
に

頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、
借
入

金
の
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建

支
援
、
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、

悪
質
商
法
 

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
相
談
の
際
に
は
契
約
書

等
の
借
入
の
わ
か
る
書
類
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
 

▼
相
談
料
　
無
料
 

▼
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た

の
会
（
☎
０
８
０
―
３
６
２
０

―
７
６
５
４
）
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岩
倉
市
図
書
館
 

☎
３７
―
6
8
0
4

ところ とき 
知多会場（県知多総合庁舎） 
豊橋会場（県東三河総合庁舎） 
名古屋会場（県三の丸庁舎） 

７月２４日（月）午後３時～５時 
８月１日（火）午後２時～４時 
８月３日（木）午後３時～５時 

  ●
教
育
相
談
 

  　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん

（
元
適
応
指
導
教
室
長
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室（
☎

３
８
―
０
３
０
０
） 

  ●
違
法
駐
車
の
取
締
り
が

　
変
わ
り
ま
す
 

  　
違
法
駐
車
は
都
市
部
を
中
心

に
常
態
化
し
て
お
り
、
深
刻
な

都
市
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
違

法
駐
車
の
大
半
は
運
転
者
が
車

両
を
離
れ
て
い
る
た
め
、
違
反

者
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
道
路
交
通
法
が
改

正
さ
れ
、
６
月
１
日
か
ら
新
た

な
駐
車
対
策
法
制
が
施
行
さ
れ

ま
す
。
 

　
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。
 

放
置
違
反
金
制
度
を
導
入
し
ま

す
 

　
放
置
駐
車
違
反
が
確
認
さ
れ

た
車
両
に
つ
い
て
、
運
転
者
が

反
則
金
を
納
付
し
な
い
な
ど
運

転
者
の
責
任
を
追
及
で
き
な
い

場
合
は
、
そ
の
車
両
の
所
有
者

な
ど
に
対
し
て
反
則
金
と
同
額

の
放
置
違
反
金
の
納
付
が
命
ぜ

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

※
車
両
の
所
有
者
な
ど
と
は
、

通
常
、
車
検
証
の
使
用
者
欄
に

記
載
さ
れ
て
い
る
人
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
 

放
置
違
反
金
を
納
付
し
な
い
と

車
検
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
 

　
放
置
違
反
金
を
滞
納
し
て
督

促
を
受
け
た
場
合
は
、
滞
納
処

分
に
よ
る
強
制
徴
収
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
放
置
違
反
金
を
納
め

て
い
な
い
と
車
検
手
続
き
が
完

了
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
放
置
違
反
金
の
納

付
命
令
を
繰
り
返
し
受
け
た
常

習
違
反
者
に
は
、
一
定
期
間
、

そ
の
車
両
の
使
用
が
制
限
さ
れ

ま
す
。
 

民
間
の
駐
車
監
視
員
が
放
置

駐
車
違
反
の
確
認
を
実
施
し

ま
す
 

 
放
置
さ
れ
た
違
法
駐
車
車
両

が
あ
る
と
い
う
事
実
の
確
認
と

確
認
標
章
の
取
付
け
に
関
す
る

事
務
を
、
公
安
委
員
会
の
登
録

を
受
け
た
法
人
に
委
託
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
警

察
官
以
外
に
も
民
間
の
駐
車
監

視
員
が
放
置
駐
車
違
反
車
両
の

確
認
事
務
を
行
い
ま
す
。
 

　
平
成
１８
年
度
は
法
律
の
施
行

と
併
せ
て
、
名
古
屋
市
内
の
１６

警
察
署
（
名
古
屋
水
上
署
を
除

く
）
で
確
認
事
務
の
民
間
委
託

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
警
察
本
部

駐
車
対
策
課
（
☎
０
５
２
―
８

７
１
―
４
３
３
５
）
 

★
ヤ
ン
キ
ー
先
生
の
子
供

が
わ
か
ら
な
い
親
た
ち
へ
 

 　
　
　
　
　
　
義
家
弘
介
　
著
 

　
　
　
　
分
類
　
教
育
・
学
校
 

       　
子
ど
も
の
イ
ジ
メ
に
気
づ
い

た
と
き
、
親
と
し
て
何
を
し
ま

す
か
？
　
子
ど
も
を
守
る
た
め

に「
親
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
」

が
あ
る
！
 

児
童
新
着
図
書
　
 

★
ぼ
く
の
く
つ
 

　
ま
つ
な
り
ま
り
こ
　
作
・
絵
 

★
と
ん
で
っ
た
ら
あ
ふ
り
か
　
 

　
　
　
は
に
す
す
む
　
作
・
絵
 

★
せ
か
い
で
い
ち
ば
ん
お
か
ね

も
ち
の
す
ず
め
 

　
ズ
デ
ネ
ッ
ク
・
ミ
レ
ル
　
絵
 

エ
ド
ア
ル
ド
・
ペ
チ
シ
カ
　
文
 

★
ラ
イ
オ
ン
と
う
さ
ん
　
　
 

　
　
　
し
ら
き
の
ぶ
あ
き
　
作
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

　愛知県では、「知事と語るつどい」の参加者を募集します。 

 
 
 
 
　募集人数　各回１２人（県内にお住まいの人） 
　募集期限　５月２２日（月） 
　応募方法　①次の４つの提言項目から１つを選んで４００字程度にあなたの提言をまとめ、
②参加希望日③郵便番号・住所④氏名（ふりがな）⑤性別⑥年齢⑦職業⑧電話番号を明記
のうえ、封書・ファクス・Ｅメールのいずれかでご応募ください。 
　提言項目　①世界に貢献する産業・交流の中心あいち（次世代産業の育成、芸術・文化
の振興など）②社会に役立つ人材いっぱいあいち（子どもの社会性育成、生涯現役社会の
実現など）③健康・安心づくり県民総ぐるみあいち（健康長寿、子育て支援、地震・防災対策
など）④地域自立さきがけあいち（道州制など分権改革の社会づくり、県民・ＮＰОとの協
働など） 
　申込・問合先　愛知県知事政策局広報広聴課（〒４６０―８５０１名古屋市中区三の丸３－１－２
☎０５２―９５４―６１６８（ダイヤルイン）　０５２―９６１―４０１６　Ｅメール：koho＠pref.aichi.lg.jp） 

「知事と語るつどい」の参加者を募集します 

▲
 ▲
 ▲
 

▲
 

▲
 

　広報いわくら４月１５日号１０ページに掲載した「指定管理者制度が始ま
ります」の記事の中で、岩倉市地域集会所の問合先に誤りがありました。謹
んでお詫び申し上げます。 
（正しい問合先）水道部下水道課（☎３８－５８１５） 

★お詫びと訂正★ 
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  ●
５
月
は
消
費
者
被
害
 

 
未
然
防
止
強
調
月
間
 

  「
落
ち
着
い
て
！
　
ま
ず
は
確

認
　
そ
の
話
」
 

　
県
の
消
費
生
活
相
談
窓
口

に
は
、
悪
質
商
法
に
関
す
る
多

く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
 

　
「
自
分
は
大
丈
夫
！
」
と
思

っ
て
い
て
も
、
そ
の
手
口
は
巧

妙
か
つ
悪
質
で
、
誰
も
が
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
に
ま
き
込
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
 

　
消
費
者
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
自
分
で
正
し
く
判
断
し
、
 

行
動
で
き
る
消
費
者
に
な
り
ま

し
ょ
う
。
 

▼
こ
ん
な
手
口
に
注
意
！
 

★
点
検
商
法
（
悪
質
な
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
）
 

　
「
無
料
で
点
検
す
る
」
と
い

っ
て
訪
問
し
、
点
検
し
た
後
に
、

「
今
す
ぐ
工
事
を
し
な
い
と
危

険
」
な
ど
と
不
安
感
を
あ
お
り
、

「
今
な
ら
特
別
に
安
く
す
る
」

と
巧
妙
に
勧
誘
し
、
契
約
さ
せ

ま
す
。
 

　
突
然
、
「
点
検
す
る
」
と
訪

問
し
て
き
た
ら
、
十
分
に
警
戒

し
、
安
易
に
家
に
入
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
ま
た
、
「
無
料
」
と
い
い
な

が
ら
、
勝
手
に
作
業
を
し
て
法

外
な
料
金
を
請
求
す
る
悪
質
な
 

業
者
も
い
ま
す
。
 

　
代
金
は
す
ぐ
に
支
払
わ
ず
に
、

周
り
の
人
な
ど
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。
 

★
マ
ル
チ
商
法
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ビ
ジ
ネ
ス
）
 

　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス

で
稼
ご
う
」
な
ど
と
誰
で
も
簡

単
に
高
収
入
が
得
ら
れ
る
か
の

よ
う
な
説
明
を
し
て
、
販
売
組

織
に
勧
誘
し
、
結
局
は
多
額
の

支
払
を
さ
せ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
消
費
者
金
融
か
ら
借

入
れ
さ
せ
、
契
約
を
結
ば
せ
る

悪
質
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
 

　
楽
を
し
て
も
う
か
る
話
は
あ

り
ま
せ
ん
。
き
っ
ぱ
り
と
断
り

ま
し
ょ
う
。
 

困
っ
た
時
は
早
め
に
相
談
を
！
 

▼
問
合
先
　
中
央
県
民
生
活
プ

ラ
ザ
（
☎
０
５
２
―
９
６
２
―

０
９
９
９
）
ま
た
は
、
尾
張
県

民
生
活
プ
ラ
ザ
（
☎
０
５
８
６

―
７
１
―
０
９
９
９
）
 

  ●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
の

　
相
談
料
を
補
助
 

  　
気
軽
に
お
金
を
借
り
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金

融
（
サ
ラ
金
）
の
利
用
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
こ
れ
が
原
因
で
、
家

庭
の
崩
壊
や
犯
罪
に
ま
で
な
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
悲
し
い
ケ
ー

ス
が
目
立
ち
、
社
会
問
題
に
も
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
悲
劇
を
未
然
に
防

ぐ
に
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る

前
に
、
で
き
る
限
り
早
く
法
律

の
専
門
家
に
相
談
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
愛
知
県
弁
護

士
会
が
開
設
し
て
い
る
「
サ
ラ

金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
被
害
相
談
」

と
「
消
費
者
被
害
相
談
」
に
相

談
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
相
談

料
の
５
千
２
５
０
円
を
補
助
し

て
い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
に

は
、
事
前
に
市
民
相
談
室
で
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

　
詳
し
く
は
、
市
民
相
談
室
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
市
民
相
談
室
（
☎

３
８
―
５
８
２
２
）
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室とな
っていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩
をいただきます。 
■一般相談 
　とき　月～金曜日(祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
５月７日(日 )・２１日（日）午後１時～３時 
 
 
 
 
 
 
 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
５月９日(火 )・２４日(水 )午後１時～４時 
※毎月１日 (土・日曜日、祝日、振替休日は順延 )午
前９時から、市民相談室で当月分の予約を受け付けま
す（先着順、電話可）。 
■登記相談 
５月１０日(水 )午後１時～４時 
■不動産相談 
５月１１日(木 )午後１時～４時 
■知的障害者相談 
５月１１日(木 )午後１時～４時 
■人権相談 
５月１２日(金 )午後１時～４時 
■行政相談 
５月１２日(金 )午後１時～４時 
■女性相談 
５月１５日(月 )午後１時～３時３０分 
■総合福祉相談 
５月１９日（金） 
★身体障害者相談…午後１時～４時 
★戦没者遺族相談…午後１時～４時 
■年金相談 
５月２２日(月 )午前１０時～午後３時 
 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、
一人でくよくよしていても、何の解決にもなりません。
経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。
お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、
振替休日を除く） 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

み な 　 な や む な  

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

Advice  and  Consultation  for  Foreigners 
(Iwakura International Exchange Society) 
７．May，２１.May（Sun）１３：００～１５：００ 
Consulta  em  Prol  dos  Estrangeiros 
(Associacao Internacional de Iwakura) 
７／Mai，２１／Mai（domingo）Das　１３：００～１５：００hs 
 

▲
 

▲
 

　広報いわくら４月１５日号裏表紙に掲載した人口・世帯数の基準日に誤り
がありました。謹んでお詫び申し上げます。 
（正しい基準日）３月１日 

★お詫びと訂正★ 
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高
木
大
宇
さ
ん
は
、
１
９
３
０（
昭
和

５
）
年
に
書
家
の
高
木
天
仙
さ
ん
の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
、
少
年
時
代
か
ら
書
法
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
書
道
一
筋
に

歩
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
１
９
５
１
年
に
日
展
に
初
入
選
し
て
以

来
入
選
は
３１
回
を
数
え
、
中
日
賞
、
特
選
、

無
鑑
査
と
多
く
の
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
１
９
９
０
年
に
名
古
屋
三
越

画
廊
、
１
９
９
１
年
に
中
国
・
南
京
博
物

院
、
１
９
９
３
年
に
中
国
・
北
京
歴
史
博

物
館
、
１
９
９
６
年
に
中
国
・
西
安
市
陜

西
歴
史
博
物
館
な
ど
国
内
外
で
「
高
木
大

宇
書
作
展
」
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
１
９
９
０
年
に

愛
知
県
教
育
功
労
者
表
彰
、
１
９
９
７
年

に
愛
知
県
芸
術
選
奨
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
、

現
在
、
社
団
法
人
日
展
会
友
、
社
団
法
人

中
部
日
本
書
道
会
常
任
顧
問
、
謙
慎
書
道

会
常
任
理
事
、
読
売
書
法
会
理
事
、
岩
倉

市
書
道
連
盟
会
長
、
書
道
研
究
宇
門
会
主

宰
を
つ
と
め
て
み
え
ま
す
。
 

　
昨
年
の
愛
知
万
博
で
は
、「
世
界
の
ｓ
ｈ
ｏ

日
本
の
書
」
と
題
し
て
作
品
展
示
や
実
演
、

ビ
デ
オ
上
映
な
ど
に
参
加
し
、
８
万
人
の

来
場
者
に
書
道
の
す
ば
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
 

　
近
年
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
普
及
な
ど

で
、
手
紙
を
書
く
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
書
を
始
め
ら
れ

る
中
高
年
の
人
た
ち
は
増
え
て
き
て
い
る

そ
う
で
す
。
「
書
は
、
筆
を
使
う
（
さ
ば

く
）
こ
と
で
自
分
を
表
現
す
る
、
時
代
が

移
り
変
わ
っ
て
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
は
な
い
。
「
老
成
の
芸
術
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
若
い
う
ち
に
完
成
し
て
し
ま

う
こ
と
は
な
い
世
界
」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
 

　
「
良
い
作
品
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
心

身
の
健
康
が
重
要
」
と
言
わ
れ
る
高
木
さ

ん
の
作
品
を
半
年
に
渡
り
掲
載
し
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。
 

た
か
　
ぎ
　

だ
い
　
う
 

 
吉
田
知
紀
、
華
代
さ
ん
の
長
女
好

花
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
。
 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
い
つ
も
元
気
な
好
花
ち
ゃ
ん
！
　

最
近
「
あ
ん
よ
」
も
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
う
れ
し
そ
う
だ
ね
。
 

　
男
の
子
に
負
け
な
い
く
ら
い
力
強

く
や
ん
ち
ゃ
だ
け
れ
ど
、
好
花
の
笑

顔
は
誰
に
も
負
け
な
い
く
ら
い
素
敵

だ
よ
。
 

　
パ
パ
と
マ
マ
も
好
花
と
一
緒
に
成

長
し
て
い
く
か
ら
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
ね
〜
。
 

好
花
ち
ゃ
ん 

こ
の  

か 

て
ん
せ
ん
 

ろ
う
せ
い
 

よ
し
　
だ
　
と
も  

の
り 

か
　 

よ 
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原
昭
司
、
裕
子
さ
ん
の
長
女
紅
葉

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
。
 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
暖
か
く
な
っ
て
き
て
、く
っ
く（
靴
）

で
歩
く
の
が
本
当
に
う
れ
し
そ
う
♡
 

歌
に
合
わ
せ
て
手
を
た
た
い
た
り
踊

っ
た
り
♡
 

　
パ
パ
も
マ
マ
も
そ
ん
な
も
み
を
見

て
い
て
、
毎
日
幸
せ
に
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
見
守
っ
て
い
る

よ
。
 

　
た
く
さ
ん
遊
ん
で
元
気
い
っ
ぱ
い
、

や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ね
！
 

紅
葉
ち
ゃ
ん 

も
み
じ

 

地震防災講習会にぜひ参加を

は
ら
し
ょ
う  

じ 

ゆ
う  

こ 

いつ起きるか分からない地震に備えて 
　東海地震の震源地になるとみなされている駿河湾から御前崎までは、約１５０年にわたり地震が発生し
ていないことから「いつ巨大地震が起きてもおかしくない」と言われています。 
　地震が発生した時、大切な生命を守るには、家庭での備えや心がまえが必要です。地震災害に対する正
しい知識を身に付けて行動できるよう日ごろから備えておきましょう。 
平成１８年度地震防災講習会 
　講演や演習は、このコーナーを担当していた
だいているあいち防災リーダーの皆さんが担当
します。 
　申込方法　消防本部へ直接お申し込みくださ
い（電話可）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
※講習を受講された人には修了証をお渡しします。 
　申込・問合先　消防本部総務課予防防災係（☎３７―５３３３） 

　講習内容 

　とき・ところ 

科　目 
講　義 
講　演 
実　技 
演　習 

防災体制「地震に備えて」 
「危機意識の高揚」 
自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の取り扱い 
「図上訓練」 

内　容 

五条川小学校区 
曽野小学校区 
岩倉南小学校区 
岩倉北小学校区 
岩倉東小学校区 
 

学校区名 と　き ところ 
五条川小学校体育館 
曽野小学校体育館 
岩倉南小学校体育館 
市立体育館（岩倉北小学校内） 
岩倉東小学校体育館 

午前８時３０分～ 
　午後０時３０分 

６月１１日（日） 
１８日（日） 
２５日（日） 

７月　２日（日） 
１６日（日） 

▲
 

▲
 

▲
 

▲
 



岩倉南小学校 

26平成18年5月1日 26

　
子
ど
も
の
安
全
が
叫
ば
れ
る
昨
今
。
南
小
学

校
で
は
児
童
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
い
ろ
い

ろ
な
安
全
対
策
を
施
し
て
き
ま
し
た
。
カ
メ
ラ

付
き
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
の
設
置
を
始
め
、
地
域

の
老
人
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
し
た
「
ほ
っ
と
パ
ト

ロ
ー
ル
」
の
立
ち
上
げ
、
複
数
学
年
下
校
や
保

護
者
に
よ
る
下
校
パ
ト
ロ
ー
ル
。
ま
た
、
不
審

者
を
想
定
し
た
児
童
向
け
の
避
難
訓
練
と
警
察

を
招
い
て
の
教
師
向
け
の
不
審
者
対
策
訓
練
。

岩
倉
南
小
は
児
童
の
安
全
を
最
優
先
に
考
え
た

学
校
で
す
。
 

子
ど
も
を
大
切
に
す
る
学
校
で
す
 

 
南
小
学
校
の
子
ど
も
が
元
気
に
な
る
た
め
に

は
、
ま
ず
大
人
が
元
気
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
南
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
今
日
も
元
気
い
っ

ぱ
い
で
す
。
地
域
の
方
を
招
い
て
の
南
小
演
芸

会
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
、
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
目
的
と
し
た
親
子
星
空
観
察
会
な
ど
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
や
地
域
の
方
を

巻
き
込
ん
で
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
南

小
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
な
理
由
の
一
つ
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
元
気
だ
か
ら
で
す
。
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
元
気
な
学
校
で
す
 

地
域
の
力
を
生
か
す
学
校
で
す
 

　
地
域
の
お
年
寄
り
の
力
を
借
り
て
ス
タ
ー
ト

し
た
「
ほ
っ
と
パ
ト
ロ
ー
ル
」
。
そ
れ
以
外
に

も
南
小
学
校
に
は
、
連
日
多
く
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
方
が
訪
れ

ま
す
。
総
合
的
な
学
習
で
は
、
四
年
生
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
の
方
、
三
年
生
で

は
、
岩
倉
太
鼓
友
の
会
の
方
や
藍
染
め
の
方
等
。

日
常
活
動
で
は
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
図
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
。
三
学
期
に
行
わ
れ
た
一
年

生
の
授
業
参
観
に
は
い
わ
く
ら
塾
の
方
に
も
お

手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

岩倉南小学校はこんな学校です！岩倉南小学校はこんな学校です！

▲PTA主催による南小演芸会 

▲いわくら塾と1年生のふれあい 

▲子どもの安全を見守る 
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４
月
１
日
か
ら
１０
日
ま
で
の
１０
日
間
、
岩
倉
桜
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
桜
ま
つ
り
２
日
前
に
雪
が
降
る
な
ど
開
花
状
況
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
期
間
中
の
後
半
に
は
満
開
を
迎
え
、
今

年
は
延
べ
４７
万
７
千
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

　
今
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
功
名
が
辻
」
の
放
送

に
ち
な
ん
で
、
山
内
一
豊
公
ら
に
扮
し
た
甲
冑
武
者
隊
を

結
成
。
ほ
ら
貝
を
吹
き
な
が
ら
桜
の
下
を
練
り
歩
き
、
橋

の
上
で
は
迫
力
あ
る
「
と
き
の
声
」
を
あ
げ
る
な
ど
ま
つ

り
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。
 

①桜のトンネル　②桜のライトアップ　③兜を着けてもらう子ども　④桜の下で肩車　⑤春の息吹　⑥みんなでワイワイ 
⑦３台の山車がくすのきの家に集合　⑧山内一豊甲冑武者隊　⑨満開の桜並木　⑩気合が入る梶方 

① 

③ ⑤ 

④ ⑥ 

⑦ 

⑨ 

⑩ ⑧ 

② 

に
ぎ 

か
っ
ち
ゅ
う 

かぶと 



古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48,409人（－132人） 
            男性／24,148人（－62人） 
            女性／24,261人（－70人） 
          世帯数／19,759世帯（＋43世帯） 
                （4月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

［ 苅安賀城 ］ 
か り や す か  

　高速道路と主要地方道に囲まれた苅安賀城中心部からは、浅

井家二代２３年間の善政を伝えるものは何も残っていないが、

東海北陸自動車道の建設に伴い、愛知県埋蔵文化財センターの

発掘調査で外堀遺構などの一部が確認されている。 

　岩倉ゆかりの戦国武将山内一豊は、主家の没落と父を失うこ

とを実際に経験、一家は父盛豊の従兄である苅安賀城主浅井　

政を頼り隠れ住んでいる。苅安賀には、戦後混乱した岩倉城下

から移り住んだ民家と寺院も多い。 

　天正小牧長久手合戦は、織田信雄に加担した徳川家康と豊臣

秀吉がメンツをかけた戦いであり、その発端となったのが苅安

賀城主浅井田宮丸である。 

　山内一豊がわずかではあるが過ごした苅安賀城跡（一宮市大

和町苅安賀）は、城址碑だけが侘びしく建っていて、落城悲話

伝説を知る人も少なくなっている。 

　　　　　　　　　岩倉市文化財保護委員会委員長　中山春義 
なか やま はる よし 

わ 

あ さい  たか 

まさ 

お　だ　のぶかつ 

たみやまる 

NHK大河ドラマ 
「功名が辻」放映中！ 

 

第 3 回  
山内一豊・千代 紀行山内一豊・千代 紀行

5

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

1

15

金 

土 

日 

月 

日 

月 

火 

水 

月 

火 

水 

木 

土 

木 

野菜の広場／岩倉駅地下道 

★離乳食教室　★３歳児健康診査 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 

はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集／曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町･大山寺本町･五条町･大市場町 
古紙と古着の日／下本町･昭和町･旭町･栄町二丁目･新柳町 

★１歳６か月児健康診査 
分別収集／八剱町･井上町･神野町･石仏町  
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

憲法記念日　野菜の広場／岩倉駅地下道 
　休日急病診療（井上隆義　井上皮膚科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

国民の休日 
　休日急病診療（高田幹彦　岩倉病院） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

こどもの日 
　休日急病診療（長谷川義夫　長谷川外科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

　休日急病診療（寺澤正恭　寺澤内科小児科） 

★乳幼児健康相談 

野菜の広場／岩倉駅地下道 

はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 

健康相談（ふれあいセンター） 
★母親教室第３回 

　休日急病診療（丹羽清司　丹羽外科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★BCG 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

金 


